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は
じ
め
に 

 

大
蔵
・
和
泉
二
流
の
現
行
曲
〈
酢
薑
〉
は
、
大
蔵
虎
明
本
〈
酢
薑
〉・
天
理
本
〈
酸
辛
（
す

い
か
ら
し
）〉
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
そ
の
後
の
改
変
は
あ
る
も
の
の
、
江
戸
初
期
に
は

成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
酢
売
り
と
薑
売
り
が
登
場
し
、

互
い
に
自
ら
の
商
売
の
由
緒
を
語
っ
て
聞
か
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
の
優
位
性
を
主
張
す

る
。 そ

の
語
リ
は
、「
酢
（
す
）」「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
言
葉
を
連
ね
、
軽
快
な
調
子
で

語
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
由
緒
の
正
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
語
り
口
の
軽
快
さ
を
競
い
合

う
点
に
も
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

そ
の
よ
う
な
語
リ
と
そ
の
後
に
展
開
す
る
秀
句
争
い
が
〈
酢
薑
〉
を
構
成
す
る
主
要
な

内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
の
が
天
正
狂
言
本
の
〈
酢
辛
皮
〉
で
あ

る
。
天
正
狂
言
本
〈
酢
辛
皮
〉
を
見
る
と
、
江
戸
前
期
狂
言
台
本
〈
酢
薑
〉
と
の
間
に
は
、

語
リ
の
内
容
・
働
き
の
特
徴
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
登
場
人
物
、
商
売
の
場
、
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
天
正
狂
言
本
と
江
戸
前
期
の
狂
言

台
本
と
の
違
い
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
狂
言
が
、
語
リ
を
元
に
し
て
、
ど
の
よ
う

に
成
立
し
た
か
を
考
察
す
る
。 

本
曲
の
成
立
に
関
す
る
研
究
に
は
既
に
三
つ
の
論
考
が
あ
る
。
金
井
清
光
氏
は
、
現
行

〈
酢
薑
〉
が
天
正
狂
言
本
〈
酢
辛
皮
〉
の
市
場
の
場
面
を
カ
ッ
ト
し
、
酢
売
り
と
薑
売
り

の
言
語
遊
戯
を
大
幅
に
増
補
し
て
成
立
し
た
と
す
る
（
注
１
）。
橋
本
朝
生
氏
は
、
天
正
狂

言
本
の
雑
狂
言
に
登
場
人
物
が
争
う
者
二
人
と
仲
裁
人
で
構
成
さ
れ
る
争
い
物
の
一
群
が

あ
る
こ
と
、
そ
の
一
つ
に
〈
酢
辛
皮
〉
を
挙
げ
、〈
酢
薑
〉
に
仲
裁
人
が
出
な
い
こ
と
を
争

い
物
の
「
一
つ
の
展
開
の
方
向
」
と
す
る
（
注
２
）。
土
井
洋
一
氏
は
、『
狂
言
記
』〈
酢
薑
〉

に
つ
い
て
、
酢
売
り
と
薑
売
り
の
出
自
、〈
酢
薑
〉
へ
の
改
変
の
時
点
、
そ
の
時
点
の
洛
中

の
景
観
な
ど
を
考
証
し
、
そ
の
成
立
に
町
衆
の
力
が
与
か
っ
て
い
た
こ
と
、
下
京
案
内
的

性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
注
３
）。
こ
れ
ら
の
諸
先
学
の
論
考
に
依
拠
し
て

〈
酢
薑
〉
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
。 

 〔
一
〕
天
正
狂
言
本
と
江
戸
前
期
狂
言
台
本 

 

〈
酢
薑
〉
の
成
立
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
そ
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
天
正

狂
言
本
〈
酢
辛
皮
〉
の
本
文
を
見
て
お
こ
う
。 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
天
正
狂
言
本
〈
酢
辛
皮
〉
の
本
文
を
、
適
宜
漢
字
を
当
て
、

句
読
点
・
カ
ギ
括
弧
・
傍
線
等
を
補
い
、
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お
、
系
図
を
語
る
箇
所
は
、

後
に
語
リ
に
つ
い
て
考
察
す
る
時
に
掲
げ
る
。 
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一
、
一
人
出
て
、
検
断
と
名
の
る
。
当
地
に
お
ひ
て
新
町
（
注
４
）
立
る
。
制
札
を

打
。
酢
売
一
人
出
る
。
制
札
を
読
む
。
「
何

〱
制
札
の
事
、
何
商
売
の
人
な
り
と

も
、
一
の
店
に
着
き
候
は
ん
者
を
末
代
に
至
り
、
あ
き
人
の
親
方
に
せ
ん
と
の
お
こ

と
に
御
座
候
、
夜
深
き
」
と
て
、
ま
と
ろ
む
。
又
、
辛
皮
売
出
る
。
制
札
読
む
。「
何

〱
制
札
の
事
、
何
商
売
人
な
り
と
も
、
一
の
店
に
着
き
た
ら
ん
者
を
末
代
に
至
り
、

あ
き
人
の
親
方
に
な
さ
れ
べ
く
御
座
候
」。
こ
れ
も
「
夜
深
き
」
と
て
、「
ま
と
ろ
ま

ん
」
と
て
、
か
の
者
を
見
つ
け
て
、
お
と
ろ
く
。
せ
れ
ふ
。
目
さ
め
て
論
す
る
。
検

断
出
て
聞
。
①
ま
つ
、
酢
、
辛
皮
を
取
る
。
子
細
を
言
わ
す
る
。 

・
・
・
・
・〈
中
略
―
系
図
の
語
リ
〉・
・
・
・
・ 

②
検
断
、「
か
や
う
な
る
分
け
難
き
物
を
は
中
に
て
と
る
」「
よ
、
お
の
れ
か
、
と
く

〱
」
指
差
し
て
、
留
め
。 

 右
の
本
文
を
見
る
と
、
ま
ず
登
場
す
る
の
が
、
新
市
を
管
理
す
る
検
断
で
あ
る
。
そ
こ

へ
酢
売
・
辛
皮
売
が
順
に
現
れ
、
一
の
店
争
い
を
始
め
る
。
検
断
は
そ
の
解
決
策
と
し
て

双
方
に
子
細
（
系
図
）
を
語
ら
せ
る
。
そ
の
際
、
予
め
、
傍
線
部
①
の
よ
う
に
、
賭
物
と

し
て
双
方
か
ら
商
品
を
預
か
る
。
だ
が
、
子
細
（
系
図
）
の
語
リ
で
は
決
着
が
着
か
ず
、

傍
線
部
②
の
よ
う
に
、
検
断
が
賭
物
を
持
ち
逃
げ
し
て
終
わ
る
。
傍
線
部
②
の
箇
所
の
後

半
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
氏
が
『
天
正
狂
言
本
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
九
年
）
で

「
や
っ
。
こ
い
つ
め
。
だ
れ
か
は
や
く
つ
か
ま
え
て
く
れ
。（
逃
げ
入
る
検
断
を
）
指
さ
す
。

留
」
と
口
語
訳
す
る
よ
う
に
「
追
い
込
み
」
の
留
メ
の
様
子
を
書
き
記
し
た
も
の
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
市
場
物
と
し
て
の
設
定
・
展
開
が
、
天
正
狂
言
本
〈
酢

辛
皮
〉
の
独
自
な
点
と
思
わ
れ
る
。 

で
は
、
そ
の
よ
う
な
天
正
狂
言
本
に
見
ら
れ
る
内
容
が
、
江
戸
前
期
の
各
流
の
台
本
及

び
『
狂
言
記
』
の
〈
酢
薑
〉
で
は
、
ど
の
よ
う
な
設
定
・
展
開
に
改
変
さ
れ
た
か
を
見
よ

う
。 

天
正
狂
言
本
か
ら
の
登
場
人
物
や
状
況
の
設
定
・
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
変
化
を
見
る
に

当
た
り
、（
Ａ
）
虎
明
本
（
Ｂ
）
天
理
本
（
Ｃ
）『
狂
言
記
』（
Ｄ
）
享
保
保
教
本
に
つ
い
て
、

①
酢
売
り
と
薑
売
り
の
居
所
と
商
売
の
場
・
様
態
、
②
系
図
語
リ
後
の
展
開
、
③
結
末
と

留
メ
、
の
三
点
を
見
る
こ
と
に
す
る
（
注
５
）。 

 （
Ａ
）
虎
明
本
〈
酢
薑
〉 

①
酢
売
り
は
都
に
住
み
、
薑
売
り
は
都
辺
土
に
住
む
。
二
人
は
洛
中
を
振
り
売
り
す
る
。 

②
酢
売
り
の
次
の
よ
う
な
言
葉
で
二
人
は
秀
句
争
い
を
始
め
る
。 

 

＼
扨
ハ
互
に
系
図
を
持
つ
た
程
に
、
ど
れ
が
頭
を
持
た
う
と
云
事
も
な
る
ま
ひ
。
い

ざ
是
か
ら
宿
へ
帰
る
道
す
が
ら
、
秀
句
こ
せ
事
を
言
ふ
て
、
言
ひ
勝
つ
た
者
が
頭
を

持
た
う
。 

 

③
秀
句
争
い
の
後
、
次
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
、
二
人
は
和
解
す
る
。 

 

＼
扨
々
あ
れ
に
ハ
口
が
よ
ひ
。
い
か
ほ
ど
言
ふ
と
も
、
身
共
も
言
ハ
ふ
ず
、
そ
な
た

も
言
ハ
ふ
。
と
か
く
是
か
ら
ハ
和
談
を
し
て
、
商
売
を
す
る
共
、
同
心
を
し
て
歩
か

ふ
。
＼
尤
じ
や
。
酢
薑
と
言
ふ
て
、
薑
ニ
ハ
酢
で
な
け
れ
ハ
食
ハ
れ
ぬ
。
今
か
ら
ハ

「
酢
薑
召
せ
」
と
言
ふ
て
、
互
に
一
口
に
売
ら
ふ
。 

 そ
の
後
、
二
人
が
次
の
よ
う
に
別
れ
て
終
わ
る
。 

 

＼
是
（
こ
れ
、
、
）
ま
で
な
れ
や

、
、
、
、
、
人
々
（
ひ
と
び
と

、
、
、
、
）
よ、
、

〱
、
さ
ら
ハ
い
と
ま

、
、
、
、
、
、
申
（
ま、

う、
）
さ
ん
、
、 

＼
あ
ら
、
、
な
ご
り

、
、
、
（
名
残
）
惜
し
や

、
、
、 

＼
互
（
た
が
ひ

、
、
、
）
に、
な
ご
り

、
、
、
（
名

残
）
惜
し
け
れ
ど
も

、
、
、
、
、
、
、
や
が
て
御
目
に
か
ゝ
ら
ん

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

〱
、「
や
、
ゑ
い
や
、
と
ゝ
や
」。 

 

 

末
尾
の
「
や
、
ゑ
い
や
、
と
ゝ
や
」
は
、
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
著
『
大
蔵
虎
明
狂
言
集

の
研
究
本
文
篇
下
』（
表
現
社
、
一
九
八
三
年
）
の
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
「
謡
い
留
め
の
場

合
の
か
け
声
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
留
メ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
秀
句
留
メ
の
別
演
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

＼
と
ゝ
ま
る
、
さ
ら
ハ
一
句
づ
ゝ
言
ひ
退
き
に
せ
う
。
ま
づ
、
そ
れ
が
し
ハ
か
ら

〱
と
笑
ふ
て
退
か
ふ
。 

＼
身
共
ハ
す
ミ
か
け
て
す
る

〱
と
退
か
ふ
。
皆

〱

御
免
す
ひ
と
も
つ
む
る
。 

 

（
Ｂ
）
天
理
本
〈
酸
辛
〉 

①
酢
売
り
は
和
泉
の
国
、
薑
売
り
は
津
の
国
の
者
で
あ
り
、
二
人
は
洛
中
を
振
り
売
り
す

る
。 

②
二
人
は
次
の
よ
う
な
会
話
を
し
、
秀
句
争
い
を
始
め
る
。 

 

ア
ト
＼
思
ひ
の
外
見
事
語
タ
。
去
な
が
ら
此
分
デ
ハ
売
ら
せ
う
、
売
ら
せ
ま
ひ
の
勝

負
が
着
か
ぬ
。
な
ん
ぞ
勝
負
し
て
、
負
け
タ
者
ヲ
下
方
ニ
着
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
せ
ま
ひ
カ

ト
云
。 

し
て
＼
是
ハ
尤
じ
や
。
勝
負
ハ
何
ヲ
ト
云
。 

ア
ト
＼
ソ
チ
ハ
口
き
ゝ
ト

見
ヘ
タ
。
身
共
ハ
口
ハ
き
か
ね
共
、
互
の
売
物
に
よ
そ
へ
て
秀
句
ヲ
云
テ
、
秀
句
の

出
ぬ
者
ヲ
下
ニ
着
け
う
ト
云
。 

 

秀
句
争
い
の
後
、
酢
売
り
が
次
の
よ
う
に
言
い
、
二
人
一
緒
に
商
売
す
る
こ
と
で
同
意
す

る
。 

 

し
て
＼
先
に
か
ら
何
か
と
云
も
、
わ
れ
人
、
売
ヲ
シ
タ
イ
ト
云
事
じ
や
。
惣
じ
て
酸

は
じ
か
ミ
ト
云
テ
、
酢
の
入
お
料
理
に
は
薑
が
入
る
。
薑
の
入
料
理
ニ
ハ
、
酸
も
入

ら
ゐ
で
か
な
わ
ぬ
。
今
か
ら
ハ
両
人
心
ヲ
合
テ
売
タ
ラ
バ
、
一
入
、
商
（
ア
キ
ナ
イ
）

が
は
や
ら
う
ト
思
ふ
が
ナ
ン
ト
あ
ら
う
ゾ
ト
云
。 

 

③
一
日
が
終
わ
っ
て
宿
へ
戻
ろ
う
と
す
る
別
れ
際
に
二
人
が
互
に
一
句
詠
む
。 

 

ア
ト
＼
た
で
湯
と
て
（
シ
テ
ギ
ン
ス
ル
）、
何
と
て
か
ら
く
な
か
る
ら
ん 

し
て
＼
む

め
水
と
て
も
（
ア
ト
ギ
ン
ス
ル
）、
す
く
も
あ
ら
ば
や 

ア
ト
＼
ま
つ
ハ
か
ら
な
人
じ

や 

し
て
＼
御
免
す
い
ト
云
。
ア
ト
＼
ま
づ
ハ
で
か
い
た
ト
云
テ
、
留
ル
也 

 

こ
の
留
メ
を
和
泉
家
古
本
『
六
議
』（
注
６
）
で
は
「
歌
ツ
メ
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
こ
の

留
メ
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
秀
句
留
メ
の
別
演
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

＼
又
秀
句
ヅ
メ
ト
云
ハ
、
歌
な
し
ニ
右
の
ご
と
く
、
明
日
ハ
云
合
テ
出
う
。
そ
れ
が

し
ハ
万
面
白
イ
ホ
ド
ニ
、
か
ら

〱
ト
笑
テ
い
ぬ
る
ト
云
。
し
て
＼
身
ド
モ
ハ
角
カ

ケ
テ
い
ぬ
る
ト
云
テ
留
ル
。 

 

（
Ｃ
）『
狂
言
記
』〈
酢
薑
〉 

①
薑
売
り
は
山
城
の
国
、
酢
売
り
は
和
泉
の
国
の
者
で
あ
り
、
二
人
は
洛
中
を
振
り
売
り

す
る
。 

②
酢
売
り
の
言
葉
に
薑
売
り
が
同
意
し
て
二
人
は
町
中
へ
商
売
に
出
か
け
、
道
々
の
会
話

の
中
で
自
然
に
秀
句
が
出
て
来
る
。 

 

▲
す 

い
や
は
や
。
是
も
よ
つ
ほ
ど
の
。
系
図
で
。
お
ち
や
る
。
さ
り
な
が
ら
。
す

い
く
天
王
も
。
か
ら
く
天
王
も
。
位
は
同
し
事
。
今
か
ら
は
。
相
商
ひ
に
。
参
ら
ふ
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一
、
一
人
出
て
、
検
断
と
名
の
る
。
当
地
に
お
ひ
て
新
町
（
注
４
）
立
る
。
制
札
を

打
。
酢
売
一
人
出
る
。
制
札
を
読
む
。
「
何

〱
制
札
の
事
、
何
商
売
の
人
な
り
と

も
、
一
の
店
に
着
き
候
は
ん
者
を
末
代
に
至
り
、
あ
き
人
の
親
方
に
せ
ん
と
の
お
こ

と
に
御
座
候
、
夜
深
き
」
と
て
、
ま
と
ろ
む
。
又
、
辛
皮
売
出
る
。
制
札
読
む
。「
何

〱
制
札
の
事
、
何
商
売
人
な
り
と
も
、
一
の
店
に
着
き
た
ら
ん
者
を
末
代
に
至
り
、

あ
き
人
の
親
方
に
な
さ
れ
べ
く
御
座
候
」。
こ
れ
も
「
夜
深
き
」
と
て
、「
ま
と
ろ
ま

ん
」
と
て
、
か
の
者
を
見
つ
け
て
、
お
と
ろ
く
。
せ
れ
ふ
。
目
さ
め
て
論
す
る
。
検

断
出
て
聞
。
①
ま
つ
、
酢
、
辛
皮
を
取
る
。
子
細
を
言
わ
す
る
。 

・
・
・
・
・〈
中
略
―
系
図
の
語
リ
〉・
・
・
・
・ 

②
検
断
、「
か
や
う
な
る
分
け
難
き
物
を
は
中
に
て
と
る
」「
よ
、
お
の
れ
か
、
と
く

〱
」
指
差
し
て
、
留
め
。 

 右
の
本
文
を
見
る
と
、
ま
ず
登
場
す
る
の
が
、
新
市
を
管
理
す
る
検
断
で
あ
る
。
そ
こ

へ
酢
売
・
辛
皮
売
が
順
に
現
れ
、
一
の
店
争
い
を
始
め
る
。
検
断
は
そ
の
解
決
策
と
し
て

双
方
に
子
細
（
系
図
）
を
語
ら
せ
る
。
そ
の
際
、
予
め
、
傍
線
部
①
の
よ
う
に
、
賭
物
と

し
て
双
方
か
ら
商
品
を
預
か
る
。
だ
が
、
子
細
（
系
図
）
の
語
リ
で
は
決
着
が
着
か
ず
、

傍
線
部
②
の
よ
う
に
、
検
断
が
賭
物
を
持
ち
逃
げ
し
て
終
わ
る
。
傍
線
部
②
の
箇
所
の
後

半
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
氏
が
『
天
正
狂
言
本
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
九
年
）
で

「
や
っ
。
こ
い
つ
め
。
だ
れ
か
は
や
く
つ
か
ま
え
て
く
れ
。（
逃
げ
入
る
検
断
を
）
指
さ
す
。

留
」
と
口
語
訳
す
る
よ
う
に
「
追
い
込
み
」
の
留
メ
の
様
子
を
書
き
記
し
た
も
の
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
市
場
物
と
し
て
の
設
定
・
展
開
が
、
天
正
狂
言
本
〈
酢

辛
皮
〉
の
独
自
な
点
と
思
わ
れ
る
。 

で
は
、
そ
の
よ
う
な
天
正
狂
言
本
に
見
ら
れ
る
内
容
が
、
江
戸
前
期
の
各
流
の
台
本
及

び
『
狂
言
記
』
の
〈
酢
薑
〉
で
は
、
ど
の
よ
う
な
設
定
・
展
開
に
改
変
さ
れ
た
か
を
見
よ

う
。 

天
正
狂
言
本
か
ら
の
登
場
人
物
や
状
況
の
設
定
・
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
変
化
を
見
る
に

当
た
り
、（
Ａ
）
虎
明
本
（
Ｂ
）
天
理
本
（
Ｃ
）『
狂
言
記
』（
Ｄ
）
享
保
保
教
本
に
つ
い
て
、

①
酢
売
り
と
薑
売
り
の
居
所
と
商
売
の
場
・
様
態
、
②
系
図
語
リ
後
の
展
開
、
③
結
末
と

留
メ
、
の
三
点
を
見
る
こ
と
に
す
る
（
注
５
）。 

 （
Ａ
）
虎
明
本
〈
酢
薑
〉 

①
酢
売
り
は
都
に
住
み
、
薑
売
り
は
都
辺
土
に
住
む
。
二
人
は
洛
中
を
振
り
売
り
す
る
。 

②
酢
売
り
の
次
の
よ
う
な
言
葉
で
二
人
は
秀
句
争
い
を
始
め
る
。 

 

＼
扨
ハ
互
に
系
図
を
持
つ
た
程
に
、
ど
れ
が
頭
を
持
た
う
と
云
事
も
な
る
ま
ひ
。
い

ざ
是
か
ら
宿
へ
帰
る
道
す
が
ら
、
秀
句
こ
せ
事
を
言
ふ
て
、
言
ひ
勝
つ
た
者
が
頭
を

持
た
う
。 

 

③
秀
句
争
い
の
後
、
次
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
、
二
人
は
和
解
す
る
。 

 

＼
扨
々
あ
れ
に
ハ
口
が
よ
ひ
。
い
か
ほ
ど
言
ふ
と
も
、
身
共
も
言
ハ
ふ
ず
、
そ
な
た

も
言
ハ
ふ
。
と
か
く
是
か
ら
ハ
和
談
を
し
て
、
商
売
を
す
る
共
、
同
心
を
し
て
歩
か

ふ
。
＼
尤
じ
や
。
酢
薑
と
言
ふ
て
、
薑
ニ
ハ
酢
で
な
け
れ
ハ
食
ハ
れ
ぬ
。
今
か
ら
ハ

「
酢
薑
召
せ
」
と
言
ふ
て
、
互
に
一
口
に
売
ら
ふ
。 

 そ
の
後
、
二
人
が
次
の
よ
う
に
別
れ
て
終
わ
る
。 

 

＼
是
（
こ
れ
、
、
）
ま
で
な
れ
や

、
、
、
、
、
人
々
（
ひ
と
び
と

、
、
、
、
）
よ、
、

〱
、
さ
ら
ハ
い
と
ま

、
、
、
、
、
、
申
（
ま、

う、
）
さ
ん
、
、 

＼
あ
ら
、
、
な
ご
り

、
、
、
（
名
残
）
惜
し
や

、
、
、 

＼
互
（
た
が
ひ

、
、
、
）
に、
な
ご
り

、
、
、
（
名

残
）
惜
し
け
れ
ど
も

、
、
、
、
、
、
、
や
が
て
御
目
に
か
ゝ
ら
ん

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

〱
、「
や
、
ゑ
い
や
、
と
ゝ
や
」。 

 

 

末
尾
の
「
や
、
ゑ
い
や
、
と
ゝ
や
」
は
、
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
著
『
大
蔵
虎
明
狂
言
集

の
研
究
本
文
篇
下
』（
表
現
社
、
一
九
八
三
年
）
の
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
「
謡
い
留
め
の
場

合
の
か
け
声
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
留
メ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
秀
句
留
メ
の
別
演
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

＼
と
ゝ
ま
る
、
さ
ら
ハ
一
句
づ
ゝ
言
ひ
退
き
に
せ
う
。
ま
づ
、
そ
れ
が
し
ハ
か
ら

〱
と
笑
ふ
て
退
か
ふ
。 
＼
身
共
ハ
す
ミ
か
け
て
す
る

〱
と
退
か
ふ
。
皆

〱

御
免
す
ひ
と
も
つ
む
る
。 

 

（
Ｂ
）
天
理
本
〈
酸
辛
〉 

①
酢
売
り
は
和
泉
の
国
、
薑
売
り
は
津
の
国
の
者
で
あ
り
、
二
人
は
洛
中
を
振
り
売
り
す

る
。 

②
二
人
は
次
の
よ
う
な
会
話
を
し
、
秀
句
争
い
を
始
め
る
。 

 

ア
ト
＼
思
ひ
の
外
見
事
語
タ
。
去
な
が
ら
此
分
デ
ハ
売
ら
せ
う
、
売
ら
せ
ま
ひ
の
勝

負
が
着
か
ぬ
。
な
ん
ぞ
勝
負
し
て
、
負
け
タ
者
ヲ
下
方
ニ
着
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
せ
ま
ひ
カ

ト
云
。 

し
て
＼
是
ハ
尤
じ
や
。
勝
負
ハ
何
ヲ
ト
云
。 

ア
ト
＼
ソ
チ
ハ
口
き
ゝ
ト

見
ヘ
タ
。
身
共
ハ
口
ハ
き
か
ね
共
、
互
の
売
物
に
よ
そ
へ
て
秀
句
ヲ
云
テ
、
秀
句
の

出
ぬ
者
ヲ
下
ニ
着
け
う
ト
云
。 

 

秀
句
争
い
の
後
、
酢
売
り
が
次
の
よ
う
に
言
い
、
二
人
一
緒
に
商
売
す
る
こ
と
で
同
意
す

る
。 

 

し
て
＼
先
に
か
ら
何
か
と
云
も
、
わ
れ
人
、
売
ヲ
シ
タ
イ
ト
云
事
じ
や
。
惣
じ
て
酸

は
じ
か
ミ
ト
云
テ
、
酢
の
入
お
料
理
に
は
薑
が
入
る
。
薑
の
入
料
理
ニ
ハ
、
酸
も
入

ら
ゐ
で
か
な
わ
ぬ
。
今
か
ら
ハ
両
人
心
ヲ
合
テ
売
タ
ラ
バ
、
一
入
、
商
（
ア
キ
ナ
イ
）

が
は
や
ら
う
ト
思
ふ
が
ナ
ン
ト
あ
ら
う
ゾ
ト
云
。 

 

③
一
日
が
終
わ
っ
て
宿
へ
戻
ろ
う
と
す
る
別
れ
際
に
二
人
が
互
に
一
句
詠
む
。 

 

ア
ト
＼
た
で
湯
と
て
（
シ
テ
ギ
ン
ス
ル
）、
何
と
て
か
ら
く
な
か
る
ら
ん 

し
て
＼
む

め
水
と
て
も
（
ア
ト
ギ
ン
ス
ル
）、
す
く
も
あ
ら
ば
や 

ア
ト
＼
ま
つ
ハ
か
ら
な
人
じ

や 

し
て
＼
御
免
す
い
ト
云
。
ア
ト
＼
ま
づ
ハ
で
か
い
た
ト
云
テ
、
留
ル
也 

 

こ
の
留
メ
を
和
泉
家
古
本
『
六
議
』（
注
６
）
で
は
「
歌
ツ
メ
」
と
称
す
る
。
ま
た
、
こ
の

留
メ
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
秀
句
留
メ
の
別
演
出
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

＼
又
秀
句
ヅ
メ
ト
云
ハ
、
歌
な
し
ニ
右
の
ご
と
く
、
明
日
ハ
云
合
テ
出
う
。
そ
れ
が

し
ハ
万
面
白
イ
ホ
ド
ニ
、
か
ら

〱
ト
笑
テ
い
ぬ
る
ト
云
。
し
て
＼
身
ド
モ
ハ
角
カ

ケ
テ
い
ぬ
る
ト
云
テ
留
ル
。 

 

（
Ｃ
）『
狂
言
記
』〈
酢
薑
〉 

①
薑
売
り
は
山
城
の
国
、
酢
売
り
は
和
泉
の
国
の
者
で
あ
り
、
二
人
は
洛
中
を
振
り
売
り

す
る
。 

②
酢
売
り
の
言
葉
に
薑
売
り
が
同
意
し
て
二
人
は
町
中
へ
商
売
に
出
か
け
、
道
々
の
会
話

の
中
で
自
然
に
秀
句
が
出
て
来
る
。 

 

▲
す 

い
や
は
や
。
是
も
よ
つ
ほ
ど
の
。
系
図
で
。
お
ち
や
る
。
さ
り
な
が
ら
。
す

い
く
天
王
も
。
か
ら
く
天
王
も
。
位
は
同
し
事
。
今
か
ら
は
。
相
商
ひ
に
。
参
ら
ふ
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ず
。 

▲
は
し
か
み 

お
。
誠
に
。
お
し
や
る
と
お
り
。
酢
の
入
る
所
に
は
。
薑
も

入
ふ
ず
。
さ
ゝ
。
ま
づ
売
ら
せ
ま
せ
。 

 

③
結
末
・
留
メ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

▲
は
し
か
み 

ほ
ど
な
ふ
つ
い
て
。
お
ち
や
る
は
。 

▲
す 

の
ふ
。
お
ち
ご
と
や

ら
は
。
す
ぎ
た
と
申
は 
▲
す
（
マ
マ
） 

そ
の
ぎ
で
。
お
ち
や
る
な
ら
は
。
そ
れ

が
し
は
。
千
句
に
。
一
句
で
。
か
ら

〱
と
笑
ふ
て
。
帰
ろ
ふ
と
存
ず
る
。
▲
す 

い

や
。
そ
れ
か
し
も
。
す
み
か
へ
む
け
て
す
つ
こ
も 

 

（
Ｄ
）
享
保
保
教
本
〈
酸
辛
〉 

①
酢
売
り
と
薑
売
り
の
居
所
は
、「
此
辺
」「
此
地
」
で
あ
り
、
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
や

り
取
り
さ
れ
る
秀
句
の
内
容
か
ら
、
二
人
が
振
り
売
り
す
る
の
は
洛
中
で
あ
る
と
見
ら

れ
る
。 

②
ア
ト
（
酢
売
り
）
の
言
葉
通
り
、
二
人
は
秀
句
争
い
を
始
め
る
。 

 

ア
ト 

イ
ヤ
ソ
チ
モ
ヨ
ウ
云
ウ
タ
。
カ
ウ
云
フ
テ
ハ
対
様
（
タ
イ
ヤ
ウ
）
シ
ヤ
。
所

テ
是
カ
ラ
ハ
商
売
ノ
物
ニ
准
（
ヨ
ソ
ヘ
）
テ
秀
句
（
シ
ウ
ク
）
ヲ
云
フ
テ
ヱ
云
ハ
ヌ

方
ヲ
負
ケ
ニ
セ
ウ
。 

 

③
シ
テ
（
薑
売
り
）
の
提
案
通
り
、
二
人
の
秀
句
の
言
い
合
い
で
留
め
る
。 

 

シ
テ
＊
是
ハ
如
何
程
云
フ
テ
モ
埒
（
ラ
チ
）
ハ
明
マ
イ
。
所
テ
イ
サ
云
退
（
ノ
キ
）

に
致
ソ
ウ
。・
・
・〈
中
略
〉・
・
・
ア
ト 

サ
ラ
ハ
申
ワ
、
身
共
ハ
酢
シ
ヤ
、
所
テ
角

カ
ラ
角
ヘ
ス
ゲ
身
ニ
シ
テ
ス
ラ

〱
ト
退
（
ノ
カ
フ
）
ズ
。
シ
テ 

某
ハ
目
出
度
（
メ

テ
タ
ウ
）
只
辛
（
カ
ラ
）

〱
ト
笑
フ
テ
ハ
イ
ラ
ウ
、
笑
、
辛 

〱
。 

 

な
お
、
＊
印
の
傍
線
部
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。 

 

又
如
何
程
云
テ
埒
ハ
明
ヌ
、
惣
シ
テ
姜
モ
酢
ヲ
添
ネ
バ
食
（
ク
ハ
）
レ
ヌ
対
シ
タ
物

シ
ヤ
、
所
テ
酢
姜
ト
云
テ
今
カ
ラ
ハ
申
合
テ
商
売
（
シ
ヤ
ウ
バ
イ
）
致
サ
ウ
ト
云
、

大
倉
ニ
ハ
定
リ
云
、
鷺
方
ニ
ハ
時
ニ
ヨ
リ
云
。 

 先
に
見
た
天
正
狂
言
本
と
江
戸
前
期
の
狂
言
台
本
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
・
状
況
の
設

定
や
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
相
違
は
、 

（
一
）
商
人
の
一
方
の
商
品 

辛
皮
（〈
酢
辛
皮
〉）
―
薑
（〈
酢
薑
〉） 

（
二
）
商
売
の
場
・
様
態 

市
に
店
を
構
え
る
（〈
酢
辛
皮
〉）
―
洛
中
を
振
り
売
り
す

る
（〈
酢
薑
〉） 

（
三
）系
図
語
リ
の
後
の
展
開 

検
断
が
賭
物
を
持
ち
逃
げ
し
て
終
わ
る（〈
酢
辛
皮
〉）

―
売
り
手
た
ち
が
振
り
売
り
に
出
て
道
々
秀
句
を
言
い
合
う
（〈
酢
薑
〉） 

（
四
）
留
メ 

追
い
込
み
留
メ
（〈
酢
辛
皮
〉）
―
謡
留
メ
・
歌
留
メ
ま
た
は
秀
句
留
メ

（〈
酢
薑
〉） 

の
四
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
改
変
が
行
わ
れ
た
の
は

な
ぜ
か
。
以
下
、
こ
の
四
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

（
一
）
薑
へ
の
改
変 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
に
、
「Caracaua.

カ
ラ
カ
ワ
（
辛

皮
）
日
本
の
胡
椒
〔
香
辛
料
〕
を
取
るsanxô

（
山
椒
）
と
呼
ば
れ
る
木
の
皮
。
上
（cam

i

）

 

で
はsanxôno caua

（
山
椒
の
皮
）」
と
あ
り
、
ま
た
、『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
之
二

十
八
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
の
「
秦
椒
サ
ン
シ
ャ
ウ
」
の
項
に
「
京

師
ニ
テ
ハ
鞍
馬
山
ヲ
上
品
ト
ス
。
諸
州
ニ
ミ
ナ
名
産
ア
リ
。
木
皮
ヲ
細
ク
刻
ミ
食
用
ト
ナ

ス
ヲ
カ
ラ
カ
ハ

、
、
、
、
ト
云
、
鞍
馬
山
ヨ
リ
多
ク
イ
ダ
ス
。
皆
雄
木
ノ
皮
ヲ
採
ト
云
、
野
州
日
光

山
ノ
産
辛
味
多
シ
テ
優
レ
リ
。
謂
ユ
ル
山
椒
皮

、
、
、
ナ
リ
」（
傍
点
、
句
読
点
は
筆
者
、
以
下
同

じ
）
と
あ
る
。『
天
正
狂
言
本
』〈
酢
辛
皮
〉
の
「
辛
皮
」
は
、
右
に
見
た
記
述
か
ら
「
山

椒
の
木
の
皮
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
薑
」
に
つ
い
て
は
、『
増
補
俚
言
集
覧
』（
井
上
頼
圀
・
近
藤
瓶
城
増
補
改
編
、
一
八

九
九
年
）
に
「
は
し
か
み
ハ
神
武
帝
の
御
歌
に
も
見
ゆ
、
山
椒
の
こ
と
な
り
。
後
世
生
薑

の
名
と
な
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
「
山
椒
」、
後
に
「
シ
ョ
ウ
ガ
」
を
指
す
よ
う
に

な
る
。 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
、「Fajicam

i.

ハ
ジ
カ
ミ
（
薑
）
生
薑
（
し
ょ
う
が
）」 

と
あ
り
、
ま
た
、
室
町
期
の
通
俗
辞
書
『
伊
京
集
』（
白
帝
社
、
一
九
六
二
年
）
に
は
「

薑
ハ
ジ
カ
ミ

生
姜
字
同
也
」「
生
薑

シ
ャ
ウ
ガ

与
レ

姜
同
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
江
戸
前
期
狂
言
台
本

の
「
は
じ
か
み
」
は
「
シ
ョ
ウ
ガ
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

で
は
、「
シ
ョ
ウ
ガ
」
を
指
す
「
薑
」
へ
改
変
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
次
の
よ
う
な
台
詞
で
あ
る
。 

 

「
酢
薑
、
、
と
言
ふ
て
、
薑
ニ
ハ
酢
で
な
け
れ
ハ
食
ハ
れ
ぬ
」（
虎
明
本
） 

「
惣
じ
て
酸
は
じ
か
ミ

、
、
、
、
、
ト
云
テ
、
酢
の
入
お
料
理
に
は
薑
が
入
る
。
薑
の
入
料
理
ニ

ハ
、
酸
も
入
ら
ゐ
で
か
な
わ
ぬ
。」（
天
理
本
） 

「
酢
の
入
る
所
に
は
。
薑
も
入
ふ
ず
。」（『
狂
言
記
』） 

「
惣
シ
テ
姜
モ
酢
ヲ
添
ネ
バ
食
（
ク
ハ
）
レ
ヌ
対
シ
タ
物
ジ
ヤ
」（
保
教
本
） 

 こ
れ
ら
の
台
詞
が
示
す
の
は
、
酢
と
薑
と
は
一
緒
に
料
理
に
使
う
こ
と
で
有
用
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
「Sufajicam

i.

ス
ハ
ジ
カ
ミ
（
酢
薑
）
酢
あ
る
い
は
漬
汁
に
つ

け
た
生
薑
（
し
ょ
う
が
）」
と
い
う
シ
ョ
ウ
ガ
の
酢
漬
け
を
指
す
語
が
見
え
、
ま
た
、
同
辞

書
に
は
、「X

ǒgasu.

シ
ャ
ウ
ガ
ス
（
生
薑
酢
）
す
り
お
ろ
し
た
生
薑
の
入
っ
た
酢
の
一
種

で
、
ほ
か
の
物
を
食
べ
る
の
に
ソ
ー
ス
の
よ
う
に
使
う
も
の
」
と
い
う
語
も
見
え
、
こ
れ

は
、『
四
条
流
庖
丁
書
』（『
新
校
群
書
類
従
・
第
十
五
巻
』
内
外
書
籍
、
一
九
二
九
年
）
の

「
サ
シ
味
之
事
」
の
条
に
「
鯛
ハ
生
姜
ズ
」、『
大
草
家
料
理
書
』（
前
掲
書
所
収
）
に
「
真

鰹
、
汁
は
上
也
。
但
、
し
ゃ
う
が
酢
上
々
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
魚
の
刺
身
な
ど
を
食
べ

る
時
に
使
う
調
味
料
を
指
し
て
い
る
。 

先
に
見
た
「
酢
と
薑
と
は
一
緒
に
料
理
に
使
う
こ
と
で
有
用
に
な
る
」
と
い
う
意
の
台

詞
は
、
酢
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
素
材
に
し
た
「
シ
ョ
ウ
ガ
の
酢
漬
け
」
や
調
味
料
な
ど
を
念
頭

に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
天
正
狂
言
本
の
〈
酢
辛
皮
〉
で
一
方
の
売
り
物
が
「
辛
皮
」
で
あ
る
の
は
、

辛
皮
売
り
の
語
リ
の
中
の
歌
に
「
辛
き
物
辛
子
唐
物
辛
皮
、
、
や
」
と
あ
り
、
ま
た
、
先
に
見

た
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
「
辛
味
多
シ
テ
優
レ
リ
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
味

覚
の
点
か
ら
、「
酢
き
物
」
に
対
抗
す
る
「
辛
き
物
」
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
辛
皮
」
が
「
薑
」
に
換
え
ら
れ
た
の
は
、
薑
も
辛
皮
同
様
辛
味
が

あ
り
、
酢
と
共
に
使
っ
て
漬
け
物
・
調
味
料
な
ど
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
結

び
付
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
二
）
振
り
売
り
へ
の
改
変 

〈
酢
辛
皮
〉
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
と
同
工
の
市
場
物
の
狂
言
に
〈
牛
馬
〉〈
鍋
八
撥
〉

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
売
り
手
た
ち
が
売
り
物
の
由
緒
を
語
っ
た
り
、
由
緒
を
示

す
和
歌
や
漢
詩
句
を
挙
げ
た
り
し
た
後
で
、
互
い
の
技
芸
を
競
い
合
う
と
い
う
展
開
に
な

る
。
だ
が
、〈
酢
辛
皮
〉
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
由
緒
語
リ
の
後
に
仲
裁
人
が
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ず
。 

▲
は
し
か
み 

お
。
誠
に
。
お
し
や
る
と
お
り
。
酢
の
入
る
所
に
は
。
薑
も

入
ふ
ず
。
さ
ゝ
。
ま
づ
売
ら
せ
ま
せ
。 

 

③
結
末
・
留
メ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

▲
は
し
か
み 

ほ
ど
な
ふ
つ
い
て
。
お
ち
や
る
は
。 

▲
す 

の
ふ
。
お
ち
ご
と
や

ら
は
。
す
ぎ
た
と
申
は 

▲
す
（
マ
マ
） 

そ
の
ぎ
で
。
お
ち
や
る
な
ら
は
。
そ
れ

が
し
は
。
千
句
に
。
一
句
で
。
か
ら

〱
と
笑
ふ
て
。
帰
ろ
ふ
と
存
ず
る
。
▲
す 

い

や
。
そ
れ
か
し
も
。
す
み
か
へ
む
け
て
す
つ
こ
も 

 

（
Ｄ
）
享
保
保
教
本
〈
酸
辛
〉 

①
酢
売
り
と
薑
売
り
の
居
所
は
、「
此
辺
」「
此
地
」
で
あ
り
、
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
や

り
取
り
さ
れ
る
秀
句
の
内
容
か
ら
、
二
人
が
振
り
売
り
す
る
の
は
洛
中
で
あ
る
と
見
ら

れ
る
。 

②
ア
ト
（
酢
売
り
）
の
言
葉
通
り
、
二
人
は
秀
句
争
い
を
始
め
る
。 

 

ア
ト 

イ
ヤ
ソ
チ
モ
ヨ
ウ
云
ウ
タ
。
カ
ウ
云
フ
テ
ハ
対
様
（
タ
イ
ヤ
ウ
）
シ
ヤ
。
所

テ
是
カ
ラ
ハ
商
売
ノ
物
ニ
准
（
ヨ
ソ
ヘ
）
テ
秀
句
（
シ
ウ
ク
）
ヲ
云
フ
テ
ヱ
云
ハ
ヌ

方
ヲ
負
ケ
ニ
セ
ウ
。 

 

③
シ
テ
（
薑
売
り
）
の
提
案
通
り
、
二
人
の
秀
句
の
言
い
合
い
で
留
め
る
。 

 

シ
テ
＊
是
ハ
如
何
程
云
フ
テ
モ
埒
（
ラ
チ
）
ハ
明
マ
イ
。
所
テ
イ
サ
云
退
（
ノ
キ
）

に
致
ソ
ウ
。・
・
・〈
中
略
〉・
・
・
ア
ト 

サ
ラ
ハ
申
ワ
、
身
共
ハ
酢
シ
ヤ
、
所
テ
角

カ
ラ
角
ヘ
ス
ゲ
身
ニ
シ
テ
ス
ラ

〱
ト
退
（
ノ
カ
フ
）
ズ
。
シ
テ 

某
ハ
目
出
度
（
メ

テ
タ
ウ
）
只
辛
（
カ
ラ
）

〱
ト
笑
フ
テ
ハ
イ
ラ
ウ
、
笑
、
辛 

〱
。 

 

な
お
、
＊
印
の
傍
線
部
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
注
記
が
あ
る
。 

 

又
如
何
程
云
テ
埒
ハ
明
ヌ
、
惣
シ
テ
姜
モ
酢
ヲ
添
ネ
バ
食
（
ク
ハ
）
レ
ヌ
対
シ
タ
物

シ
ヤ
、
所
テ
酢
姜
ト
云
テ
今
カ
ラ
ハ
申
合
テ
商
売
（
シ
ヤ
ウ
バ
イ
）
致
サ
ウ
ト
云
、

大
倉
ニ
ハ
定
リ
云
、
鷺
方
ニ
ハ
時
ニ
ヨ
リ
云
。 

 先
に
見
た
天
正
狂
言
本
と
江
戸
前
期
の
狂
言
台
本
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
・
状
況
の
設

定
や
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
相
違
は
、 

（
一
）
商
人
の
一
方
の
商
品 

辛
皮
（〈
酢
辛
皮
〉）
―
薑
（〈
酢
薑
〉） 

（
二
）
商
売
の
場
・
様
態 

市
に
店
を
構
え
る
（〈
酢
辛
皮
〉）
―
洛
中
を
振
り
売
り
す

る
（〈
酢
薑
〉） 

（
三
）系
図
語
リ
の
後
の
展
開 

検
断
が
賭
物
を
持
ち
逃
げ
し
て
終
わ
る（〈
酢
辛
皮
〉）

―
売
り
手
た
ち
が
振
り
売
り
に
出
て
道
々
秀
句
を
言
い
合
う
（〈
酢
薑
〉） 

（
四
）
留
メ 

追
い
込
み
留
メ
（〈
酢
辛
皮
〉）
―
謡
留
メ
・
歌
留
メ
ま
た
は
秀
句
留
メ

（〈
酢
薑
〉） 

の
四
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
改
変
が
行
わ
れ
た
の
は

な
ぜ
か
。
以
下
、
こ
の
四
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

（
一
）
薑
へ
の
改
変 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
に
、
「Caracaua.

カ
ラ
カ
ワ
（
辛

皮
）
日
本
の
胡
椒
〔
香
辛
料
〕
を
取
るsanxô

（
山
椒
）
と
呼
ば
れ
る
木
の
皮
。
上
（cam

i

）

 

で
はsanxôno caua

（
山
椒
の
皮
）」
と
あ
り
、
ま
た
、『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
之
二

十
八
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
の
「
秦
椒
サ
ン
シ
ャ
ウ
」
の
項
に
「
京

師
ニ
テ
ハ
鞍
馬
山
ヲ
上
品
ト
ス
。
諸
州
ニ
ミ
ナ
名
産
ア
リ
。
木
皮
ヲ
細
ク
刻
ミ
食
用
ト
ナ

ス
ヲ
カ
ラ
カ
ハ

、
、
、
、
ト
云
、
鞍
馬
山
ヨ
リ
多
ク
イ
ダ
ス
。
皆
雄
木
ノ
皮
ヲ
採
ト
云
、
野
州
日
光

山
ノ
産
辛
味
多
シ
テ
優
レ
リ
。
謂
ユ
ル
山
椒
皮

、
、
、
ナ
リ
」（
傍
点
、
句
読
点
は
筆
者
、
以
下
同

じ
）
と
あ
る
。『
天
正
狂
言
本
』〈
酢
辛
皮
〉
の
「
辛
皮
」
は
、
右
に
見
た
記
述
か
ら
「
山

椒
の
木
の
皮
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
薑
」
に
つ
い
て
は
、『
増
補
俚
言
集
覧
』（
井
上
頼
圀
・
近
藤
瓶
城
増
補
改
編
、
一
八

九
九
年
）
に
「
は
し
か
み
ハ
神
武
帝
の
御
歌
に
も
見
ゆ
、
山
椒
の
こ
と
な
り
。
後
世
生
薑

の
名
と
な
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
「
山
椒
」、
後
に
「
シ
ョ
ウ
ガ
」
を
指
す
よ
う
に

な
る
。 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
、「Fajicam

i.

ハ
ジ
カ
ミ
（
薑
）
生
薑
（
し
ょ
う
が
）」 

と
あ
り
、
ま
た
、
室
町
期
の
通
俗
辞
書
『
伊
京
集
』（
白
帝
社
、
一
九
六
二
年
）
に
は
「

薑
ハ
ジ
カ
ミ

生
姜
字
同
也
」「
生
薑

シ
ャ
ウ
ガ

与
レ

姜
同
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
江
戸
前
期
狂
言
台
本

の
「
は
じ
か
み
」
は
「
シ
ョ
ウ
ガ
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

で
は
、「
シ
ョ
ウ
ガ
」
を
指
す
「
薑
」
へ
改
変
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
次
の
よ
う
な
台
詞
で
あ
る
。 

 

「
酢
薑
、
、
と
言
ふ
て
、
薑
ニ
ハ
酢
で
な
け
れ
ハ
食
ハ
れ
ぬ
」（
虎
明
本
） 

「
惣
じ
て
酸
は
じ
か
ミ

、
、
、
、
、
ト
云
テ
、
酢
の
入
お
料
理
に
は
薑
が
入
る
。
薑
の
入
料
理
ニ

ハ
、
酸
も
入
ら
ゐ
で
か
な
わ
ぬ
。」（
天
理
本
） 

「
酢
の
入
る
所
に
は
。
薑
も
入
ふ
ず
。」（『
狂
言
記
』） 

「
惣
シ
テ
姜
モ
酢
ヲ
添
ネ
バ
食
（
ク
ハ
）
レ
ヌ
対
シ
タ
物
ジ
ヤ
」（
保
教
本
） 

 こ
れ
ら
の
台
詞
が
示
す
の
は
、
酢
と
薑
と
は
一
緒
に
料
理
に
使
う
こ
と
で
有
用
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
「Sufajicam

i.

ス
ハ
ジ
カ
ミ
（
酢
薑
）
酢
あ
る
い
は
漬
汁
に
つ

け
た
生
薑
（
し
ょ
う
が
）」
と
い
う
シ
ョ
ウ
ガ
の
酢
漬
け
を
指
す
語
が
見
え
、
ま
た
、
同
辞

書
に
は
、「X
ǒgasu.

シ
ャ
ウ
ガ
ス
（
生
薑
酢
）
す
り
お
ろ
し
た
生
薑
の
入
っ
た
酢
の
一
種

で
、
ほ
か
の
物
を
食
べ
る
の
に
ソ
ー
ス
の
よ
う
に
使
う
も
の
」
と
い
う
語
も
見
え
、
こ
れ

は
、『
四
条
流
庖
丁
書
』（『
新
校
群
書
類
従
・
第
十
五
巻
』
内
外
書
籍
、
一
九
二
九
年
）
の

「
サ
シ
味
之
事
」
の
条
に
「
鯛
ハ
生
姜
ズ
」、『
大
草
家
料
理
書
』（
前
掲
書
所
収
）
に
「
真

鰹
、
汁
は
上
也
。
但
、
し
ゃ
う
が
酢
上
々
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
魚
の
刺
身
な
ど
を
食
べ

る
時
に
使
う
調
味
料
を
指
し
て
い
る
。 

先
に
見
た
「
酢
と
薑
と
は
一
緒
に
料
理
に
使
う
こ
と
で
有
用
に
な
る
」
と
い
う
意
の
台

詞
は
、
酢
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
素
材
に
し
た
「
シ
ョ
ウ
ガ
の
酢
漬
け
」
や
調
味
料
な
ど
を
念
頭

に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
天
正
狂
言
本
の
〈
酢
辛
皮
〉
で
一
方
の
売
り
物
が
「
辛
皮
」
で
あ
る
の
は
、

辛
皮
売
り
の
語
リ
の
中
の
歌
に
「
辛
き
物
辛
子
唐
物
辛
皮
、
、
や
」
と
あ
り
、
ま
た
、
先
に
見

た
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
「
辛
味
多
シ
テ
優
レ
リ
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
味

覚
の
点
か
ら
、「
酢
き
物
」
に
対
抗
す
る
「
辛
き
物
」
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
辛
皮
」
が
「
薑
」
に
換
え
ら
れ
た
の
は
、
薑
も
辛
皮
同
様
辛
味
が

あ
り
、
酢
と
共
に
使
っ
て
漬
け
物
・
調
味
料
な
ど
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
結

び
付
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
（
二
）
振
り
売
り
へ
の
改
変 

〈
酢
辛
皮
〉
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
と
同
工
の
市
場
物
の
狂
言
に
〈
牛
馬
〉〈
鍋
八
撥
〉

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
売
り
手
た
ち
が
売
り
物
の
由
緒
を
語
っ
た
り
、
由
緒
を
示

す
和
歌
や
漢
詩
句
を
挙
げ
た
り
し
た
後
で
、
互
い
の
技
芸
を
競
い
合
う
と
い
う
展
開
に
な

る
。
だ
が
、〈
酢
辛
皮
〉
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
と
異
な
り
、
由
緒
語
リ
の
後
に
仲
裁
人
が
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賭
け
物
を
持
ち
逃
げ
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
結
末
に
な
る
狂
言
に
〈
茶
壺
〉〈
鳴
子
遣
子
〉

が
あ
る
。
そ
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
の
が
天
正
狂
言
本
〈
茶
ぐ
り
〉〈
鳴
子
遣
子
〉
で
あ
り
、

仲
裁
人
が
い
ず
れ
も
検
断
で
あ
る
。
橋
本
朝
生
氏
は
、
天
正
狂
言
本
の
雑
狂
言
に
は
「
登

場
人
物
は
争
う
者
二
人
と
仲
裁
人
」
と
い
う
構
成
を
取
る
一
群
が
あ
り
、
「
争
う
人
間
を

様
々
に
変
え
て
演
戯
を
さ
し
替
え
た
り
、
ま
た
仲
裁
人
を
変
え
る
こ
と
で
次
々
に
狂
言
が

作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
そ
の
「
争
い
物
」（
注
７
）
の
狂
言
に
〈
鳴
子
遣
子
〉

〈
酢
辛
皮
〉〈
茶
ぐ
り
〉〈
膏
薬
煉
〉
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
酢
薑
〉
に
見
ら
れ

る
改
変
に
つ
い
て
、
橋
本
氏
は
「
仲
裁
人
が
出
な
い
も
の
も
争
い
物
の
一
つ
の
展
開
の
方

向
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
」（
注
８
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
仲
裁
人
が
出
な
い
」「
一

つ
の
展
開
の
方
向
」
は
、
具
体
的
に
は
売
り
手
た
ち
自
身
が
解
決
策
と
し
て
考
え
出
し
た

秀
句
争
い
を
指
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、〈
酢
薑
〉
の
振
り
売
り
が
発
想
さ
れ
た
の
は
、 

 

「
今
か
ら
ハ
「
酢
薑
召
せ
」
と
言
ふ
て
、
互
に
一
口
に
売
ら
ふ
。」（
虎
明
本
） 

「
今
か
ら
ハ
、
両
人
心
ヲ
合
テ
売
タ
ラ
バ
、
一
入
、
商
（
ア
キ
ナ
イ
）
が
は
や
ら
う

ト
思
ふ
が
ナ
ン
ト
あ
ら
う
ゾ
」（
天
理
本
） 

「
今
か
ら
は
。
相
商
ひ
に
参
ら
ふ
ず
。
酢
の
入
る
所
に
は
。
薑
も
入
ふ
ず
」（『
狂
言

記
』） 

「
所
テ
酢
姜
ト
云
テ
今
カ
ラ
ハ
申
合
テ
商
売
（
シ
ヤ
ウ
バ
イ
）
致
サ
ウ
」（
保
教
本
） 

 

な
ど
の
台
詞
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
売
り
手
た
ち
に
「
酢
と
薑
は
付
き
も
の
」
と
い
う
認

識
が
あ
り
、
二
人
連
れ
立
っ
て
商
売
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
振
り
売
り
の
途
上
で
交
わ
さ
れ
る
秀
句
争
い
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
詞
争
い

の
場
面
が
あ
る
脇
狂
言
〈
筒
竹
筒
〉〈
鴈
雁
金
〉
と
構
造
上
の
類
似
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。〈
筒
竹
筒
〉
は
二
人
の
酒
屋
が
八
幡
宮
に
奉
納
す
る
神
酒
の
入
れ
物
の
名
称
を
め
ぐ
っ

て
「
筒
」
か
「
竹
筒
（
さ
さ
え
）」
か
を
言
い
争
う
が
、
末
社
の
神
・
鳩
の
神
が
現
れ
、
二

人
を
諭
し
て
め
で
た
く
謡
い
舞
っ
て
留
め
る
。
ま
た
、〈
鴈
雁
金
〉
は
二
人
の
百
姓
が
領
主

に
同
じ
鳥
を
貢
納
し
て
一
方
は
初
鴈
と
称
し
、
他
方
は
初
雁
金
と
称
し
て
由
緒
を
主
張
し

合
う
が
、
二
人
が
共
に
和
歌
を
謡
い
舞
っ
て
留
め
る
。
こ
の
よ
う
に
詞
争
い
を
し
て
結
末

は
謡
・
舞
に
よ
っ
て
争
っ
た
二
人
が
融
和
す
る
と
い
う
構
造
は
、〈
酢
薑
〉
の
秀
句
争
い
の

場
面
で
売
り
手
た
ち
が
秀
句
争
い
を
し
て
結
末
は
融
和
に
至
る
と
い
う
構
造
に
類
似
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
脇
狂
言
と
の
構
造
上
の
類
似
に
よ
っ
て
、
秀
句
争
い
の

場
面
が
祝
言
性
を
帯
び
て
い
る
可
能
性
を
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

（
三
）
秀
句
争
い
へ
の
改
変 

系
図
語
リ
後
の
展
開
が
、
検
断
の
賭
物
持
ち
逃
げ
か
ら
売
り
手
た
ち
に
よ
る
秀
句
争
い

へ
と
改
変
さ
れ
た
の
は
、
系
図
語
リ
の
表
現
技
巧
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
酢
売
り

が
「
酢
（
す
）」
を
掛
け
た
秀
句
、
薑
売
り
が
「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
秀
句
を
言
う
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
系
図
語
リ
を
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
で
語
る
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
商
売
の

様
態
が
振
り
売
り
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
売
り

手
た
ち
が
繰
り
出
す
秀
句
の
い
ず
れ
も
が
振
り
売
り
の
途
上
で
目
に
し
た
洛
中
の
景
物
に

触
発
さ
れ
て
発
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
秀
句
の
競
い
合
い
に
よ
っ
て
系
図

争
い
に
決
着
を
着
け
る
こ
と
が
穏
当
な
解
決
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秀
句
争
い
に
改
変
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 （
四
）
留
メ
の
改
変 

〈
酢
辛
皮
〉
の
留
メ
が
追
い
込
み
留
メ
に
な
っ
た
の
は
、
検
断
が
売
り
手
双
方
の
系
図
語

リ
を
聞
い
た
も
の
の
、
優
劣
の
判
断
が
で
き
ず
、「
か
や
う
な
る
分
け
難
き
を
は
中
に
て
と

る
」
と
言
っ
て
賭
物
を
持
ち
逃
げ
す
る
と
い
う
結
末
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
か
ら
で

 

あ
る
。
天
正
狂
言
本
〈
茶
ぐ
り
〉〈
鳴
子
遣
子
〉
も
同
様
の
結
末
で
あ
り
、
追
い
込
み
留
メ

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
〈
酢
薑
〉
の
場
合
は
、
売
り
手
た
ち
が
「
酢
（
す
）」「
辛
（
か

ら
）」
を
掛
け
た
秀
句
を
競
い
合
っ
て
楽
し
み
、
互
い
に
う
ち
解
け
合
う
と
い
う
結
末
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
結
末
に
合
わ
せ
て
和
や
か
な
謡
い
留
メ
・
歌
留
メ
、
あ
る
い
は
秀
句
留

メ
に
改
変
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〔
二
〕
語
リ
の
働
き 

 

〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
は
〈
酢
薑
〉
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、
そ
れ
は
「
酢
（
す
）」

「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
言
葉
を
言
い
連
ね
、
語
り
口
の
軽
快
さ
を
競
い
合
う
か
の
よ
う

な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
橋
本
朝
生
氏
は
、「
酢
売
り
は
推
古
天
皇
に
納

め
た
こ
と
を
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
で
言
い
、
辛
皮
売
り
は
「
か
ら
く
」
天
皇
に
納
め
た
こ

と
を
「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
で
言
う
。
こ
れ
ら
は
早
物
語
的
な
発
想
に
よ
る
も
の
と
す
べ

き
か
も
知
れ
な
い
」（
注
９
）
と
指
摘
す
る
。 

そ
の
早
物
語
に
つ
い
て
は
、
安
間
清
氏
が
、「
そ
の
語
り
の
形
式
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
が

こ
と
ご
と
く
早
口
に
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
内
容
の
う

え
か
ら
み
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
多
く
が
滑
稽
諧
謔
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
笑
い
の

文
学
と
し
て
の
早
物
語
の
本
性
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
物
語
の

内
容
に
よ
っ
て
、「
大
話
も
の
」「
擬
合
戦
も
の
」「
数
え
も
の
」「
言
語
遊
戯
も
の
」「
祝
い

も
の
」「
そ
の
他
」
に
分
類
し
、「
言
語
遊
戯
も
の
」
に
は
「
何
々
づ
く
し
」
の
言
語
遊
戯

が
で
き
て
い
る
と
し
て
次
の
よ
う
な
物
語
を
挙
げ
て
い
る
。（
注
10
） 

な
い
な
い
づ
く
し
で
申
さ
う
か
、
な
い
な
い
づ
く
し
で
申
さ
う
な
ら
、
ま
っ
暗
闇
夜

に
は
月
が
な
い
、
雨
気
模
様
に
ア
星
が
な
い
、
坊
主
の
髪
結
た
め
っ
た
に
な
い
、
夜

具
（
や
ん
ぐ
）
に
振
袖
ア
ど
こ
に
も
な
い
、
座
頭
の
眼
（
ま
な
ぐ
）
に
仏
が
な
い
、

目
腐
れ
眼
に
ア
瞳
毛
（
ま
つ
げ
）
が
な
い
、
そ
れ
も
嘘
な
い
違
ひ
な
い
の
真
中
だ
。

（「
旅
と
伝
説
」
九
巻
・
十
号
、
一
九
三
六
年
十
月
） 

こ
の
よ
う
な
「
何
々
づ
く
し
」
の
言
語
遊
戯
に
〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
に
お
け
る
、「
酢
（
す
）」

尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
と
の
発
想
の
類
似
を
確
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

語
リ
に
あ
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
の
言
語

遊
戯
を
引
き
出
し
て
売
り
手
た
ち
に
競
い
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
が
秀
句
争
い
の
場
面

だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、語
リ
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、さ
ら
に
考
察
を
進
め
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
天
正
狂
言
本
〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
を
見
よ
う
。 

 

Ⅰ
（
酢
売
り
）
＼
さ
て
も
、
す
（
マ
マ
）
す
い
こ
天
王
の
御
時
、「
あ
れ
な
る
酢
売
こ

れ
へ

〱
」
と
御
諚
あ
る
。「
承
る
」
と
申
て
ａ
杉、
門
を
つ
つ
と
入
、
杉、
垣
を
通
り
、

杉、
縁
に
伺
候
申
、
す、
き
の
御
座
へ
参
、
ｂ
す、
き
の
御
酒
を
下
さ
れ
、
其
時
の
御
哥
に

＼
住、
吉
の
杉、
に
す、
ゝ
め
が
巣、
を
か
け
て
い
か
に
す、
ゝ
め
の
住、
み
よ
か
る
ら
ん
。 

Ⅱ
又
、
辛
皮
＼
さ
て
も
、
か
ら
く
天
王
の
御
時
、「
あ
れ
な
る
辛
皮
売
こ
れ
へ 

〱
」
と
御
諚
あ
る
。
「
仰
せ
も
つ
と
も
」
と
て
、
ｃ
唐、
門
を
つ
つ
と
入
、
唐、
垣
を

通
り
、
唐、
縁
に
伺
候
申
、
唐、
絵
掛
か
つ
た
る
御
座
へ
参
、
ｄ
辛、
き
御
酒
を
下
さ
れ
、

其
時
の
御
哥
に
、
辛、
き
物
辛、
子
唐、
桃
辛、
皮
や
か
ら
、
、
木
を
焚
ひ
て
乾、
煎
り
に
せ
ん
。 

 右
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
の
語
リ
で
注
目
し
た
い
の
が
波
線
部
ａ
・
ｃ
、
点

線
部
ｂ
・
ｄ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
酢
（
す
）」「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
言
葉
を
連
ね

て
律
動
感
を
伴
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
波
線
部
ａ
・
ｃ
の
内
容
を
見
る

と
、
天
皇
の
目
に
留
ま
っ
て
声
を
掛
け
ら
れ
た
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
が
門
か
ら
天
皇
の
御

座
ま
で
移
動
す
る
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」

尽
く
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
の
移
動
の
様
子
が
躍
動
感
を

帯
び
て
来
る
と
い
う
効
果
が
認
め
ら
れ
よ
う
。 
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賭
け
物
を
持
ち
逃
げ
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
結
末
に
な
る
狂
言
に
〈
茶
壺
〉〈
鳴
子
遣
子
〉

が
あ
る
。
そ
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
の
が
天
正
狂
言
本
〈
茶
ぐ
り
〉〈
鳴
子
遣
子
〉
で
あ
り
、

仲
裁
人
が
い
ず
れ
も
検
断
で
あ
る
。
橋
本
朝
生
氏
は
、
天
正
狂
言
本
の
雑
狂
言
に
は
「
登

場
人
物
は
争
う
者
二
人
と
仲
裁
人
」
と
い
う
構
成
を
取
る
一
群
が
あ
り
、
「
争
う
人
間
を

様
々
に
変
え
て
演
戯
を
さ
し
替
え
た
り
、
ま
た
仲
裁
人
を
変
え
る
こ
と
で
次
々
に
狂
言
が

作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
そ
の
「
争
い
物
」（
注
７
）
の
狂
言
に
〈
鳴
子
遣
子
〉

〈
酢
辛
皮
〉〈
茶
ぐ
り
〉〈
膏
薬
煉
〉
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
酢
薑
〉
に
見
ら
れ

る
改
変
に
つ
い
て
、
橋
本
氏
は
「
仲
裁
人
が
出
な
い
も
の
も
争
い
物
の
一
つ
の
展
開
の
方

向
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
」（
注
８
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
「
仲
裁
人
が
出
な
い
」「
一

つ
の
展
開
の
方
向
」
は
、
具
体
的
に
は
売
り
手
た
ち
自
身
が
解
決
策
と
し
て
考
え
出
し
た

秀
句
争
い
を
指
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、〈
酢
薑
〉
の
振
り
売
り
が
発
想
さ
れ
た
の
は
、 

 

「
今
か
ら
ハ
「
酢
薑
召
せ
」
と
言
ふ
て
、
互
に
一
口
に
売
ら
ふ
。」（
虎
明
本
） 

「
今
か
ら
ハ
、
両
人
心
ヲ
合
テ
売
タ
ラ
バ
、
一
入
、
商
（
ア
キ
ナ
イ
）
が
は
や
ら
う

ト
思
ふ
が
ナ
ン
ト
あ
ら
う
ゾ
」（
天
理
本
） 

「
今
か
ら
は
。
相
商
ひ
に
参
ら
ふ
ず
。
酢
の
入
る
所
に
は
。
薑
も
入
ふ
ず
」（『
狂
言

記
』） 

「
所
テ
酢
姜
ト
云
テ
今
カ
ラ
ハ
申
合
テ
商
売
（
シ
ヤ
ウ
バ
イ
）
致
サ
ウ
」（
保
教
本
） 

 

な
ど
の
台
詞
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
売
り
手
た
ち
に
「
酢
と
薑
は
付
き
も
の
」
と
い
う
認

識
が
あ
り
、
二
人
連
れ
立
っ
て
商
売
す
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
振
り
売
り
の
途
上
で
交
わ
さ
れ
る
秀
句
争
い
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
詞
争
い

の
場
面
が
あ
る
脇
狂
言
〈
筒
竹
筒
〉〈
鴈
雁
金
〉
と
構
造
上
の
類
似
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。〈
筒
竹
筒
〉
は
二
人
の
酒
屋
が
八
幡
宮
に
奉
納
す
る
神
酒
の
入
れ
物
の
名
称
を
め
ぐ
っ

て
「
筒
」
か
「
竹
筒
（
さ
さ
え
）」
か
を
言
い
争
う
が
、
末
社
の
神
・
鳩
の
神
が
現
れ
、
二

人
を
諭
し
て
め
で
た
く
謡
い
舞
っ
て
留
め
る
。
ま
た
、〈
鴈
雁
金
〉
は
二
人
の
百
姓
が
領
主

に
同
じ
鳥
を
貢
納
し
て
一
方
は
初
鴈
と
称
し
、
他
方
は
初
雁
金
と
称
し
て
由
緒
を
主
張
し

合
う
が
、
二
人
が
共
に
和
歌
を
謡
い
舞
っ
て
留
め
る
。
こ
の
よ
う
に
詞
争
い
を
し
て
結
末

は
謡
・
舞
に
よ
っ
て
争
っ
た
二
人
が
融
和
す
る
と
い
う
構
造
は
、〈
酢
薑
〉
の
秀
句
争
い
の

場
面
で
売
り
手
た
ち
が
秀
句
争
い
を
し
て
結
末
は
融
和
に
至
る
と
い
う
構
造
に
類
似
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
脇
狂
言
と
の
構
造
上
の
類
似
に
よ
っ
て
、
秀
句
争
い
の

場
面
が
祝
言
性
を
帯
び
て
い
る
可
能
性
を
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

（
三
）
秀
句
争
い
へ
の
改
変 

系
図
語
リ
後
の
展
開
が
、
検
断
の
賭
物
持
ち
逃
げ
か
ら
売
り
手
た
ち
に
よ
る
秀
句
争
い

へ
と
改
変
さ
れ
た
の
は
、
系
図
語
リ
の
表
現
技
巧
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
酢
売
り

が
「
酢
（
す
）」
を
掛
け
た
秀
句
、
薑
売
り
が
「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
秀
句
を
言
う
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
系
図
語
リ
を
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
で
語
る
こ

と
に
基
づ
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
商
売
の

様
態
が
振
り
売
り
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
売
り

手
た
ち
が
繰
り
出
す
秀
句
の
い
ず
れ
も
が
振
り
売
り
の
途
上
で
目
に
し
た
洛
中
の
景
物
に

触
発
さ
れ
て
発
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
秀
句
の
競
い
合
い
に
よ
っ
て
系
図

争
い
に
決
着
を
着
け
る
こ
と
が
穏
当
な
解
決
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
秀
句
争
い
に
改
変
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 （
四
）
留
メ
の
改
変 

〈
酢
辛
皮
〉
の
留
メ
が
追
い
込
み
留
メ
に
な
っ
た
の
は
、
検
断
が
売
り
手
双
方
の
系
図
語

リ
を
聞
い
た
も
の
の
、
優
劣
の
判
断
が
で
き
ず
、「
か
や
う
な
る
分
け
難
き
を
は
中
に
て
と

る
」
と
言
っ
て
賭
物
を
持
ち
逃
げ
す
る
と
い
う
結
末
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
か
ら
で

 

あ
る
。
天
正
狂
言
本
〈
茶
ぐ
り
〉〈
鳴
子
遣
子
〉
も
同
様
の
結
末
で
あ
り
、
追
い
込
み
留
メ

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
〈
酢
薑
〉
の
場
合
は
、
売
り
手
た
ち
が
「
酢
（
す
）」「
辛
（
か

ら
）」
を
掛
け
た
秀
句
を
競
い
合
っ
て
楽
し
み
、
互
い
に
う
ち
解
け
合
う
と
い
う
結
末
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
結
末
に
合
わ
せ
て
和
や
か
な
謡
い
留
メ
・
歌
留
メ
、
あ
る
い
は
秀
句
留

メ
に
改
変
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〔
二
〕
語
リ
の
働
き 

 

〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
は
〈
酢
薑
〉
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、
そ
れ
は
「
酢
（
す
）」

「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
言
葉
を
言
い
連
ね
、
語
り
口
の
軽
快
さ
を
競
い
合
う
か
の
よ
う

な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
橋
本
朝
生
氏
は
、「
酢
売
り
は
推
古
天
皇
に
納

め
た
こ
と
を
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
で
言
い
、
辛
皮
売
り
は
「
か
ら
く
」
天
皇
に
納
め
た
こ

と
を
「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
で
言
う
。
こ
れ
ら
は
早
物
語
的
な
発
想
に
よ
る
も
の
と
す
べ

き
か
も
知
れ
な
い
」（
注
９
）
と
指
摘
す
る
。 

そ
の
早
物
語
に
つ
い
て
は
、
安
間
清
氏
が
、「
そ
の
語
り
の
形
式
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
が

こ
と
ご
と
く
早
口
に
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
内
容
の
う

え
か
ら
み
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
多
く
が
滑
稽
諧
謔
を
旨
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
笑
い
の

文
学
と
し
て
の
早
物
語
の
本
性
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
物
語
の

内
容
に
よ
っ
て
、「
大
話
も
の
」「
擬
合
戦
も
の
」「
数
え
も
の
」「
言
語
遊
戯
も
の
」「
祝
い

も
の
」「
そ
の
他
」
に
分
類
し
、「
言
語
遊
戯
も
の
」
に
は
「
何
々
づ
く
し
」
の
言
語
遊
戯

が
で
き
て
い
る
と
し
て
次
の
よ
う
な
物
語
を
挙
げ
て
い
る
。（
注
10
） 

な
い
な
い
づ
く
し
で
申
さ
う
か
、
な
い
な
い
づ
く
し
で
申
さ
う
な
ら
、
ま
っ
暗
闇
夜

に
は
月
が
な
い
、
雨
気
模
様
に
ア
星
が
な
い
、
坊
主
の
髪
結
た
め
っ
た
に
な
い
、
夜

具
（
や
ん
ぐ
）
に
振
袖
ア
ど
こ
に
も
な
い
、
座
頭
の
眼
（
ま
な
ぐ
）
に
仏
が
な
い
、

目
腐
れ
眼
に
ア
瞳
毛
（
ま
つ
げ
）
が
な
い
、
そ
れ
も
嘘
な
い
違
ひ
な
い
の
真
中
だ
。

（「
旅
と
伝
説
」
九
巻
・
十
号
、
一
九
三
六
年
十
月
） 

こ
の
よ
う
な
「
何
々
づ
く
し
」
の
言
語
遊
戯
に
〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
に
お
け
る
、「
酢
（
す
）」

尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
と
の
発
想
の
類
似
を
確
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

語
リ
に
あ
っ
た
、
そ
の
よ
う
な
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
の
言
語

遊
戯
を
引
き
出
し
て
売
り
手
た
ち
に
競
い
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
が
秀
句
争
い
の
場
面

だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、語
リ
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、さ
ら
に
考
察
を
進
め
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
天
正
狂
言
本
〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
を
見
よ
う
。 

 

Ⅰ
（
酢
売
り
）
＼
さ
て
も
、
す
（
マ
マ
）
す
い
こ
天
王
の
御
時
、「
あ
れ
な
る
酢
売
こ

れ
へ

〱
」
と
御
諚
あ
る
。「
承
る
」
と
申
て
ａ
杉、
門
を
つ
つ
と
入
、
杉、
垣
を
通
り
、

杉、
縁
に
伺
候
申
、
す、
き
の
御
座
へ
参
、
ｂ
す、
き
の
御
酒
を
下
さ
れ
、
其
時
の
御
哥
に

＼
住、
吉
の
杉、
に
す、
ゝ
め
が
巣、
を
か
け
て
い
か
に
す、
ゝ
め
の
住、
み
よ
か
る
ら
ん
。 

Ⅱ
又
、
辛
皮
＼
さ
て
も
、
か
ら
く
天
王
の
御
時
、「
あ
れ
な
る
辛
皮
売
こ
れ
へ 

〱
」
と
御
諚
あ
る
。
「
仰
せ
も
つ
と
も
」
と
て
、
ｃ
唐、
門
を
つ
つ
と
入
、
唐、
垣
を

通
り
、
唐、
縁
に
伺
候
申
、
唐、
絵
掛
か
つ
た
る
御
座
へ
参
、
ｄ
辛、
き
御
酒
を
下
さ
れ
、

其
時
の
御
哥
に
、
辛、
き
物
辛、
子
唐、
桃
辛、
皮
や
か
ら
、
、
木
を
焚
ひ
て
乾、
煎
り
に
せ
ん
。 

 右
の
Ⅰ
・
Ⅱ
の
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
の
語
リ
で
注
目
し
た
い
の
が
波
線
部
ａ
・
ｃ
、
点

線
部
ｂ
・
ｄ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
酢
（
す
）」「
辛
（
か
ら
）」
を
掛
け
た
言
葉
を
連
ね

て
律
動
感
を
伴
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
波
線
部
ａ
・
ｃ
の
内
容
を
見
る

と
、
天
皇
の
目
に
留
ま
っ
て
声
を
掛
け
ら
れ
た
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
が
門
か
ら
天
皇
の
御

座
ま
で
移
動
す
る
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」

尽
く
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
の
移
動
の
様
子
が
躍
動
感
を

帯
び
て
来
る
と
い
う
効
果
が
認
め
ら
れ
よ
う
。 
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次
に
、
点
線
部
ｂ
・
ｄ
の
内
容
を
見
る
と
、
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
が
天
皇
か
ら
下
賜
さ

れ
た
酒
・
詠
歌
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
自
ら
の
売
り
物
に
天
皇
の
後
ろ
盾

に
よ
る
権
威
が
あ
る
と
の
主
張
の
表
現
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
商
人
が
自
ら
の
売
り
物
の
権
威
の
主
張
の
た
め
に
天
皇
を
持
ち
出
す
こ

と
に
関
連
し
て
、
網
野
善
彦
氏
は
、『
日
本
中
世
の
百
姓
と
職
能
民
』（
平
凡
社
、
一
九
九

八
年
）
の
中
で
、「
遍
歴
を
主
と
す
る
「
職
人
」
に
と
っ
て
、
関
渡
津
泊
に
お
け
る
津
料
・

関
料
な
ど
の
交
通
税
の
免
除
は
、
生
活
そ
の
も
の
の
要
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
国
に

お
い
て
、交
通
路
に
対
す
る
支
配
権
を
保
持
し
、諸
国
往
反
の
自
由
を
保
証
し
え
た
の
は
、

中
世
前
期
に
は
天
皇
で
あ
り
、
自
ず
と
こ
う
し
た
「
職
人
」
た
ち
は
供
御
人
（
く
ご
に
ん
）

の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、「
南
北
朝
内
乱

を
経
て
、
交
通
路
に
対
す
る
天
皇
の
実
質
的
な
支
配
権
が
失
わ
れ
て
以
後
も
、
西
国
の
「
職

人
」
に
対
す
る
天
皇
の
影
響
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
中
世
後
期
以
降
の
「
職
人
」
た
ち
の

意
識
の
中
に
は
、
そ
の
職
能
の
起
源
・
由
緒
に
結
び
付
い
た
、
伝
説
上
の
天
皇
が
長
く
い

き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
世
後
期
の
「
職
人
」
た
ち

の
意
識
の
中
に
生
き
て
い
る
伝
説
上
の
天
皇
の
影
を
、
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
の
点
線
部
ｂ
・

ｄ
の
言
葉
の
背
後
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
言
葉
が
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛

（
か
ら
）」
尽
く
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
滑
稽
味
を
帯
な
が
ら
も
、
天
皇
の
後
ろ

盾
を
得
た
売
り
物
へ
の
自
負
心
を
得
意
気
に
伝
え
る
効
果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、〈
酢
薑
〉
の
語
リ
に
つ
い
て
、
江
戸
前
期
狂
言
台
本
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

〈
酢
薑
〉
の
語
リ
は
〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
表
現
上
の

違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
で
先
に
見
た
波
線
部
ａ
・
ｃ
と
点
線
部

ｂ
・
ｄ
に
該
当
す
る
箇
所
を
中
心
に
見
る
こ
と
に
す
る
。 

波
線
部
ａ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
す、
い
門
の
は
し
を
す、
る
り
と
渡
り
、
す、
る、

〱
と
参
て
、
簀、
子
縁
に
か
す、
こ
ま
る
、

御
門
ハ
墨、
絵
の
障
子
を
す、
る
り
と
開
け
給
ひ
」（
虎
明
本
） 

「
す、
の
こ
橋
を
わ
た
り
、
簀、
子
縁
に
あ
が
れ
バ
（
か
す、
こ
ま
る
）、
御
簾、
の
内
よ
り
も
」

（
天
理
本
） 

「
す、
の
も
ん
を
す、
る
り
と
通
り
、
簀、
子
縁
に
す、
く
と
立
て
お
ち
や
る
、
其
時
皇
院
、

す、
き
は
り
障
子
を
、
す、
る
り
と
開
け
、
す、
る

〱
と
御
出
あ
つ
て
」（『
狂
言
記
』） 

「
水、
門
ヲ
内
ニ
ス、
ル
リ
ト
入
、
ス、
イ
（
透
）
垣
（
カ
キ
）
ノ
ソ
バ
ヲ
直
（
ス、
グ
）
ニ

通
、
簀、
子
ノ
縁
ニ
ノ
ボ
リ
、
墨、
絵
（
ス
ミ
ヱ
）
書
（
カ
イ
）
タ
ル
御
（
ヲ
）
座
敷
ニ

上
（
ア
カ
）
リ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
、 

ま
た
、
波
線
部
ｃ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
唐、
門
を
か
ら
、
、
り
と
あ
け
、
唐
縁
に
か、
し
こ
ま
る
、
御
門
叡
覧
ま
し

〱
て
、
唐、
紙

障
子
を
か
ら
、
、
り
と
開
け
給
ひ
て
」（
虎
明
本
） 

「
か
ら
、
、
橋
を
渡
り
、
か
ら
、
、
門
を
入
、
唐、
縁
に
か、
し
こ
ま
る
、
其
時
唐、
紙
障
子
を
か
ら
、
、

り
と
開
け
、
内
よ
り
も
」（
天
理
本
） 

「
唐、
門
の
、
か
ら
、
、
り
と
通
り
、
唐
縁
に
か、
し
こ
ま
る
、
其
時
皇
院
、
唐、
紙
障
子
を
、

か
ら
、
、
り
と
開
け
て
、
か
ら
、
、

〱
と
御
感
有
」（『
狂
言
記
』） 

「
唐、
（
カ
ラ
）
門
ノ
内
ヘ
カ
ラ
、
、
リ
ト
入
、
唐、
絵
書
タ
ル
御
座
敷
ニ
上
リ
」（
保
教
本
） 

 
と
語
ら
れ
て
い
る
。 

右
の
波
線
を
付
し
た
箇
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
虎
明
本
・
天
理
本
・『
狂
言
記
』
に
は
、

〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
に
な
か
っ
た
天
皇
の
動
き
を
示
す
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
酢
売
り
・

薑
売
り
を
迎
え
る
天
皇
の
動
き
も
躍
動
感
を
帯
び
て
来
る
と
言
え
よ
う
。 

 

次
に
点
線
部
ｂ
・
ｄ
に
該
当
す
る
箇
所
を
見
よ
う
。 

ま
ず
、
点
線
部
ｂ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
そ
の
時
の
御
詠
歌
に
、
住、
吉
の
隅、
に
雀、
の
巣、
を
掛
け
て
い
か
に
雀、
の
住、
ミ
よ
か
る

ら
ん
と
あ
そ
ば
れ
し
か
ハ
、
内
裏
上
臈
た
ち
の
こ
な
た
へ
参
れ
と
て
、
い
か
に
も
す、

い
御
酒
を
下
さ
れ
て
あ
る
、
そ
れ
よ
り
し
て
酢
売
り
は
物
の
頭
に
て
有
程
に
、
某
に

礼
を
せ
ず
ハ
薑
を
売
ら
す
ま
ひ
ぞ
」（
虎
明
本
） 

「
す、
い
御
ず、
を
下
さ
る
、
一
す、
ハ
か
う
ぞ
聞
こ
え
け
る
、
住、
吉
の
隅、
に
雀、
が
巣、
を
掛

け
て
さ
こ
そ
雀、
の
住、
ミ
よ
か
る
ら
ん
、
其
外
せ
ん
す、
う
ば
ん
せ
い
（
千
秋
万
歳
）
重

な
っ
て
岩
の
上
に
亀
あ
ず
（
マ
マ
）
ふ
、
松
の
枝
に
ハ
鶴
す
く
ふ
と
こ
そ
あ
れ
、
い

つ
の
な
ら
ひ
に
薑
の
枝
に
鶴
の
巣
を
く
う
た
例
ハ
あ
る
ま
ひ
ぞ
」（
天
理
本
） 

「
す、
き
の
御
酒
を
下
さ
れ
た
、
一
つ
食
べ
、
二
つ
食
べ
、
三
つ
め
に
御
詠
歌
を
下
さ

れ
た
、住、
吉
の
隅、
に
雀、
が
巣、
を
掛
け
て
さ
そ
や
雀、
は
住、
み
よ
か
る
ら
ん
と
下
さ
れ
た
、

是
に
ま
し
た
る
系
図
は
あ
る
ま
ひ
、
売
り
子
に
な
ら
せ
ま
せ
」（『
狂
言
記
』） 

「
其
時
数、
寄
ノ
御
酒
下
サ
レ
、
一
首
ハ
カ
ク
ソ
聞
ヘ
ケ
ル
、
住、
吉
ノ
角、
ニ
雀、
ガ
巣、
ヲ

カ
ケ
テ
如
何
ニ
雀
（
ス、
ヽ
メ
）
ノ
住、
ヨ
カ
ル
ラ
ン
、
巌
（
イ
ハ
ホ
）
ノ
カ
タ
ニ
ハ
亀

ア
ソ
ビ
鶴
（
ツ
ル
）
巣、
（
ス
）
ク
フ
ト
コ
ソ
ア
レ
、
ヤ
ワ
カ
辛
（
カ
ラ
イ
）
事
ハ
有

マ
イ
ソ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
、
ま
た
、
点
線
部
ｄ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
か
た
じ
け
な
く
も
其
時
の
御
詠
歌
に
、
辛、
き
物
辛、
子
辛、
蓼
辛、
蒜
や
か
ら
、
、
木
を
た
い

て
乾、
煎
り
に
せ
ん
と
あ
そ
ば
さ
れ
て
、
い
か
に
も
辛、
き
御
酒
を
下
さ
れ
て
よ
り
、
薑

が
売
り
物
の
頭
で
あ
る
程
に
、
某
に
礼
を
せ
ず
ハ
売
ら
す
ま
ひ
ぞ
」（
虎
明
本
） 

「
辛、
き
御
酒
を
下
さ
る
ゝ
、
一
首
は
か
ふ
ぞ
聞
こ
え
け
る
、
肴
に
は
辛、
子
辛、
蒜
唐、
桃

や
か
ら
、
、
木
を
た
い
て
乾、
煎
り
に
せ
ん
と
こ
そ
あ
そ
ば
さ
れ
た
れ
、
や
わ
か
す
い
木
を

た
い
て
す
煎
り
に
せ
ん
と
は
あ
る
ま
ひ
ぞ
」（
天
理
本
） 

「
辛、
き
御
酒
を
下
さ
れ
た
り
、
一
つ
食
べ
、
二
つ
食
べ
、
三
つ
め
に
、
お
肴
と
て
、

御
歌
を
一
首
下
さ
れ
た
、
辛、
子
か
ら
、
、
物
か
ら
、
、
木
で
た
い
て
乾、
煎
り
に
せ
ん
と
下
さ
れ

た
、
こ
れ
に
ま
し
た
る
系
図
は
あ
る
ま
ひ
、
お
ぬ
し
売
り
子
に
な
ら
せ
ま
せ
」（『
狂

言
記
』） 

「
其
時
辛、
（
カ
ラ
キ
）
御
酒
ヲ
下
サ
レ
、
一
首
ハ
カ
ク
ソ
聞
ヘ
ケ
ル
、
肴
ニ
ハ
辛、
子

（
カ
ラ
シ
）
杏
（
カ
ラ
、
、
モ
ヽ
）
カ
ラ
、
、
蒜
（
ヒ
ル
）
や
唐、
木
（
カ
ラ
キ
）
ヲ
焼
（
タ
イ
）

テ
カ
ラ
、
、
煎
（
イ
リ
）
ニ
セ
ン
ト
ハ
有
ル
ガ
酸
（
ス
キ
）
事
ハ
有
マ
イ
ソ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
て
い
る
。 

い
ず
れ
の
台
本
に
も
天
皇
の
詠
歌
・
酒
の
下
賜
が
見
ら
れ
る
点
は
、〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ

の
場
合
同
様
、
天
皇
の
後
ろ
盾
に
自
ら
の
売
り
物
の
権
威
を
求
め
た
主
張
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
基
づ
く
売
り
物
に
対
す
る
自
負
心
は
、
虎
明
本
・『
狂
言
記
』
の
波

線
部
の
よ
う
に
頭
を
自
認
し
、
系
図
の
優
位
性
を
主
張
す
る
表
現
そ
の
も
の
に
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
天
理
本
・
保
教
本
の
場
合
は
、
点
線
部
の
よ
う
に
相
手
へ
の
揶
揄
・
批

難
に
取
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
現
は
違
っ
て
も
、
そ
こ
に
も
同
様
に
売
り
物
へ

の
優
越
感
・
自
負
心
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

ま
た
、
売
り
物
の
権
威
を
天
皇
の
後
ろ
盾
に
求
め
る
点
に
つ
い
て
は
、
網
野
氏
が
前
掲

書
で
「
江
戸
時
代
、
鋳
物
師
が
偽
作
さ
れ
た
蔵
人
所
牒
、
木
地
屋
が
偽
綸
旨
を
そ
の
特
権

の
保
証
と
し
、
前
者
が
近
衛
天
皇
、
後
者
が
惟
喬
親
王
に
、
職
能
の
起
源
を
結
び
付
け
て

い
る
こ
と
」（
注
11
）
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、〈
酢
薑
〉
の
江
戸
期
の
狂
言
台
本
に
つ
い
て

も
、
そ
の
よ
う
な
「
職
人
」
た
ち
の
意
識
の
中
に
生
き
て
い
る
伝
説
上
の
天
皇
が
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
に
見
て
き
た
酢
売
り
・
薑
売
り
に
よ
る
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
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次
に
、
点
線
部
ｂ
・
ｄ
の
内
容
を
見
る
と
、
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
が
天
皇
か
ら
下
賜
さ

れ
た
酒
・
詠
歌
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
は
自
ら
の
売
り
物
に
天
皇
の
後
ろ
盾

に
よ
る
権
威
が
あ
る
と
の
主
張
の
表
現
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
商
人
が
自
ら
の
売
り
物
の
権
威
の
主
張
の
た
め
に
天
皇
を
持
ち
出
す
こ

と
に
関
連
し
て
、
網
野
善
彦
氏
は
、『
日
本
中
世
の
百
姓
と
職
能
民
』（
平
凡
社
、
一
九
九

八
年
）
の
中
で
、「
遍
歴
を
主
と
す
る
「
職
人
」
に
と
っ
て
、
関
渡
津
泊
に
お
け
る
津
料
・

関
料
な
ど
の
交
通
税
の
免
除
は
、
生
活
そ
の
も
の
の
要
求
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
西
国
に

お
い
て
、交
通
路
に
対
す
る
支
配
権
を
保
持
し
、諸
国
往
反
の
自
由
を
保
証
し
え
た
の
は
、

中
世
前
期
に
は
天
皇
で
あ
り
、
自
ず
と
こ
う
し
た
「
職
人
」
た
ち
は
供
御
人
（
く
ご
に
ん
）

の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、「
南
北
朝
内
乱

を
経
て
、
交
通
路
に
対
す
る
天
皇
の
実
質
的
な
支
配
権
が
失
わ
れ
て
以
後
も
、
西
国
の
「
職

人
」
に
対
す
る
天
皇
の
影
響
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
中
世
後
期
以
降
の
「
職
人
」
た
ち
の

意
識
の
中
に
は
、
そ
の
職
能
の
起
源
・
由
緒
に
結
び
付
い
た
、
伝
説
上
の
天
皇
が
長
く
い

き
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
世
後
期
の
「
職
人
」
た
ち

の
意
識
の
中
に
生
き
て
い
る
伝
説
上
の
天
皇
の
影
を
、
酢
売
り
・
辛
皮
売
り
の
点
線
部
ｂ
・

ｄ
の
言
葉
の
背
後
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
言
葉
が
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛

（
か
ら
）」
尽
く
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
滑
稽
味
を
帯
な
が
ら
も
、
天
皇
の
後
ろ

盾
を
得
た
売
り
物
へ
の
自
負
心
を
得
意
気
に
伝
え
る
効
果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、〈
酢
薑
〉
の
語
リ
に
つ
い
て
、
江
戸
前
期
狂
言
台
本
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

〈
酢
薑
〉
の
語
リ
は
〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
表
現
上
の

違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
で
先
に
見
た
波
線
部
ａ
・
ｃ
と
点
線
部

ｂ
・
ｄ
に
該
当
す
る
箇
所
を
中
心
に
見
る
こ
と
に
す
る
。 

波
線
部
ａ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
す、
い
門
の
は
し
を
す、
る
り
と
渡
り
、
す、
る、

〱
と
参
て
、
簀、
子
縁
に
か
す、
こ
ま
る
、

御
門
ハ
墨、
絵
の
障
子
を
す、
る
り
と
開
け
給
ひ
」（
虎
明
本
） 

「
す、
の
こ
橋
を
わ
た
り
、
簀、
子
縁
に
あ
が
れ
バ
（
か
す、
こ
ま
る
）、
御
簾、
の
内
よ
り
も
」

（
天
理
本
） 

「
す、
の
も
ん
を
す、
る
り
と
通
り
、
簀、
子
縁
に
す、
く
と
立
て
お
ち
や
る
、
其
時
皇
院
、

す、
き
は
り
障
子
を
、
す、
る
り
と
開
け
、
す、
る

〱
と
御
出
あ
つ
て
」（『
狂
言
記
』） 

「
水、
門
ヲ
内
ニ
ス、
ル
リ
ト
入
、
ス、
イ
（
透
）
垣
（
カ
キ
）
ノ
ソ
バ
ヲ
直
（
ス、
グ
）
ニ

通
、
簀、
子
ノ
縁
ニ
ノ
ボ
リ
、
墨、
絵
（
ス
ミ
ヱ
）
書
（
カ
イ
）
タ
ル
御
（
ヲ
）
座
敷
ニ

上
（
ア
カ
）
リ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
、 

ま
た
、
波
線
部
ｃ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
唐、
門
を
か
ら
、
、
り
と
あ
け
、
唐
縁
に
か、
し
こ
ま
る
、
御
門
叡
覧
ま
し

〱
て
、
唐、
紙

障
子
を
か
ら
、
、
り
と
開
け
給
ひ
て
」（
虎
明
本
） 

「
か
ら
、
、
橋
を
渡
り
、
か
ら
、
、
門
を
入
、
唐、
縁
に
か、
し
こ
ま
る
、
其
時
唐、
紙
障
子
を
か
ら
、
、

り
と
開
け
、
内
よ
り
も
」（
天
理
本
） 

「
唐、
門
の
、
か
ら
、
、
り
と
通
り
、
唐
縁
に
か、
し
こ
ま
る
、
其
時
皇
院
、
唐、
紙
障
子
を
、

か
ら
、
、
り
と
開
け
て
、
か
ら
、
、

〱
と
御
感
有
」（『
狂
言
記
』） 

「
唐、
（
カ
ラ
）
門
ノ
内
ヘ
カ
ラ
、
、
リ
ト
入
、
唐、
絵
書
タ
ル
御
座
敷
ニ
上
リ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
て
い
る
。 

右
の
波
線
を
付
し
た
箇
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
虎
明
本
・
天
理
本
・『
狂
言
記
』
に
は
、

〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ
に
な
か
っ
た
天
皇
の
動
き
を
示
す
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
酢
売
り
・

薑
売
り
を
迎
え
る
天
皇
の
動
き
も
躍
動
感
を
帯
び
て
来
る
と
言
え
よ
う
。 

 

次
に
点
線
部
ｂ
・
ｄ
に
該
当
す
る
箇
所
を
見
よ
う
。 

ま
ず
、
点
線
部
ｂ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 
「
そ
の
時
の
御
詠
歌
に
、
住、
吉
の
隅、
に
雀、
の
巣、
を
掛
け
て
い
か
に
雀、
の
住、
ミ
よ
か
る

ら
ん
と
あ
そ
ば
れ
し
か
ハ
、
内
裏
上
臈
た
ち
の
こ
な
た
へ
参
れ
と
て
、
い
か
に
も
す、

い
御
酒
を
下
さ
れ
て
あ
る
、
そ
れ
よ
り
し
て
酢
売
り
は
物
の
頭
に
て
有
程
に
、
某
に

礼
を
せ
ず
ハ
薑
を
売
ら
す
ま
ひ
ぞ
」（
虎
明
本
） 

「
す、
い
御
ず、
を
下
さ
る
、
一
す、
ハ
か
う
ぞ
聞
こ
え
け
る
、
住、
吉
の
隅、
に
雀、
が
巣、
を
掛

け
て
さ
こ
そ
雀、
の
住、
ミ
よ
か
る
ら
ん
、
其
外
せ
ん
す、
う
ば
ん
せ
い
（
千
秋
万
歳
）
重

な
っ
て
岩
の
上
に
亀
あ
ず
（
マ
マ
）
ふ
、
松
の
枝
に
ハ
鶴
す
く
ふ
と
こ
そ
あ
れ
、
い

つ
の
な
ら
ひ
に
薑
の
枝
に
鶴
の
巣
を
く
う
た
例
ハ
あ
る
ま
ひ
ぞ
」（
天
理
本
） 

「
す、
き
の
御
酒
を
下
さ
れ
た
、
一
つ
食
べ
、
二
つ
食
べ
、
三
つ
め
に
御
詠
歌
を
下
さ

れ
た
、住、
吉
の
隅、
に
雀、
が
巣、
を
掛
け
て
さ
そ
や
雀、
は
住、
み
よ
か
る
ら
ん
と
下
さ
れ
た
、

是
に
ま
し
た
る
系
図
は
あ
る
ま
ひ
、
売
り
子
に
な
ら
せ
ま
せ
」（『
狂
言
記
』） 

「
其
時
数、
寄
ノ
御
酒
下
サ
レ
、
一
首
ハ
カ
ク
ソ
聞
ヘ
ケ
ル
、
住、
吉
ノ
角、
ニ
雀、
ガ
巣、
ヲ

カ
ケ
テ
如
何
ニ
雀
（
ス、
ヽ
メ
）
ノ
住、
ヨ
カ
ル
ラ
ン
、
巌
（
イ
ハ
ホ
）
ノ
カ
タ
ニ
ハ
亀

ア
ソ
ビ
鶴
（
ツ
ル
）
巣、
（
ス
）
ク
フ
ト
コ
ソ
ア
レ
、
ヤ
ワ
カ
辛
（
カ
ラ
イ
）
事
ハ
有

マ
イ
ソ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
、
ま
た
、
点
線
部
ｄ
に
該
当
す
る
箇
所
は
、 

 

「
か
た
じ
け
な
く
も
其
時
の
御
詠
歌
に
、
辛、
き
物
辛、
子
辛、
蓼
辛、
蒜
や
か
ら
、
、
木
を
た
い

て
乾、
煎
り
に
せ
ん
と
あ
そ
ば
さ
れ
て
、
い
か
に
も
辛、
き
御
酒
を
下
さ
れ
て
よ
り
、
薑

が
売
り
物
の
頭
で
あ
る
程
に
、
某
に
礼
を
せ
ず
ハ
売
ら
す
ま
ひ
ぞ
」（
虎
明
本
） 

「
辛、
き
御
酒
を
下
さ
る
ゝ
、
一
首
は
か
ふ
ぞ
聞
こ
え
け
る
、
肴
に
は
辛、
子
辛、
蒜
唐、
桃

や
か
ら
、
、
木
を
た
い
て
乾、
煎
り
に
せ
ん
と
こ
そ
あ
そ
ば
さ
れ
た
れ
、
や
わ
か
す
い
木
を

た
い
て
す
煎
り
に
せ
ん
と
は
あ
る
ま
ひ
ぞ
」（
天
理
本
） 

「
辛、
き
御
酒
を
下
さ
れ
た
り
、
一
つ
食
べ
、
二
つ
食
べ
、
三
つ
め
に
、
お
肴
と
て
、

御
歌
を
一
首
下
さ
れ
た
、
辛、
子
か
ら
、
、
物
か
ら
、
、
木
で
た
い
て
乾、
煎
り
に
せ
ん
と
下
さ
れ

た
、
こ
れ
に
ま
し
た
る
系
図
は
あ
る
ま
ひ
、
お
ぬ
し
売
り
子
に
な
ら
せ
ま
せ
」（『
狂

言
記
』） 

「
其
時
辛、
（
カ
ラ
キ
）
御
酒
ヲ
下
サ
レ
、
一
首
ハ
カ
ク
ソ
聞
ヘ
ケ
ル
、
肴
ニ
ハ
辛、
子

（
カ
ラ
シ
）
杏
（
カ
ラ
、
、
モ
ヽ
）
カ
ラ
、
、
蒜
（
ヒ
ル
）
や
唐、
木
（
カ
ラ
キ
）
ヲ
焼
（
タ
イ
）

テ
カ
ラ
、
、
煎
（
イ
リ
）
ニ
セ
ン
ト
ハ
有
ル
ガ
酸
（
ス
キ
）
事
ハ
有
マ
イ
ソ
」（
保
教
本
） 

 

と
語
ら
れ
て
い
る
。 

い
ず
れ
の
台
本
に
も
天
皇
の
詠
歌
・
酒
の
下
賜
が
見
ら
れ
る
点
は
、〈
酢
辛
皮
〉
の
語
リ

の
場
合
同
様
、
天
皇
の
後
ろ
盾
に
自
ら
の
売
り
物
の
権
威
を
求
め
た
主
張
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
基
づ
く
売
り
物
に
対
す
る
自
負
心
は
、
虎
明
本
・『
狂
言
記
』
の
波

線
部
の
よ
う
に
頭
を
自
認
し
、
系
図
の
優
位
性
を
主
張
す
る
表
現
そ
の
も
の
に
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
天
理
本
・
保
教
本
の
場
合
は
、
点
線
部
の
よ
う
に
相
手
へ
の
揶
揄
・
批

難
に
取
れ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
現
は
違
っ
て
も
、
そ
こ
に
も
同
様
に
売
り
物
へ

の
優
越
感
・
自
負
心
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

ま
た
、
売
り
物
の
権
威
を
天
皇
の
後
ろ
盾
に
求
め
る
点
に
つ
い
て
は
、
網
野
氏
が
前
掲

書
で
「
江
戸
時
代
、
鋳
物
師
が
偽
作
さ
れ
た
蔵
人
所
牒
、
木
地
屋
が
偽
綸
旨
を
そ
の
特
権

の
保
証
と
し
、
前
者
が
近
衛
天
皇
、
後
者
が
惟
喬
親
王
に
、
職
能
の
起
源
を
結
び
付
け
て

い
る
こ
と
」（
注
11
）
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、〈
酢
薑
〉
の
江
戸
期
の
狂
言
台
本
に
つ
い
て

も
、
そ
の
よ
う
な
「
職
人
」
た
ち
の
意
識
の
中
に
生
き
て
い
る
伝
説
上
の
天
皇
が
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
に
見
て
き
た
酢
売
り
・
薑
売
り
に
よ
る
「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
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く
し
の
語
リ
に
看
取
さ
れ
る
躍
動
感
・
自
負
心
は
一
体
に
な
っ
て
観
衆
に
伝
え
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
秀
句
争
い
の
場
面
で
も
、
そ
の
躍
動
感
・

自
負
心
は
継
承
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

〔
三
〕
秀
句
争
い
へ
の
展
開 

 

語
リ
か
ら
秀
句
争
い
へ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
当
た
り
、
場
所
・
景
物
ご
と
に

ど
の
よ
う
な
秀
句
が
言
い
交
わ
さ
れ
た
の
か
を
見
て
お
こ
う
。 

 虎
明
本
・
天
理
本 

１
「
あ
の
藪
」 

「
唐、
竹
で
ハ
な
ひ
か
」
―
「
簀、
の
子
に
な
ひ
た
ら
ハ
」 

２
「
あ
れ
に
あ
る
屏
風
」 

「
唐、
絵
で
ハ
な
ひ
か
」
―
「
墨、
絵
に
描
ひ
た
よ
」 

３
「
雨
も
降
ら
ぬ
」
空
の
下 

「
傘、
を
差
ひ
て
歩
く
」
―
「
菅、
笠
着
た
者
」 

４
「
あ
の
川
を
渡
る
人
」 

「
か
ら
、
、
げ
て
渡
る
」
―
「
裾、
を
濡
ら
す
ま
ひ
よ
う
」 

保
教
本 

１
「
ア
ソ
コ
ノ
藪
（
ヤ
ブ
）
ノ
竹
」 

「
ス、
ラ
リ

、〳
〵
ト
ス、
ク
ヤ
カ
ナ
事
」
―
「
傍
ナ

唐、
竹
モ
ヲ
ト
リ
ハ
致
サ
ヌ 

２
路
上
の
景 

「
大
勢
カ
菅、
笠
ヲ
着
連
レ
テ
来
ル
ハ
」
―
「
傘
（
カ
ラ
、
、
カ
サ
）
ヲ
モ
カ

タ
ケ
テ
イ
ル
ハ
」 

３
路
傍
の
景 

「
ア
ノ
杉、
ノ
木
ハ
見
事
ニ
ハ
ナ
イ
カ
」
―
「
唐、
松
モ
唐、
鳥
ニ
負
ケ
ハ
致

サ
ヌ
」 

４
虎
明
本
・
天
理
本
の
４
と
同
じ 

５
路
傍
の
景 

「
子
共
カ
カ
ラ
、
、
カ
ウ
ハ
」
―
「
相、
撲
デ
ヲ
リ
ヤ
ル
」 

『
狂
言
記
』 

１
出
発
地
点 

「
ま
つ
直、
ぐ
に
」
―
「
烏、
丸
通
り
へ
」 

２
「
い
か
ひ
紙
店
」 

「
唐、
紙
で
お
り
や
る
の
」
―
「
傍
に
積
ん
だ
は
杉、
原
で
」 

３
「
此
店
」 

「
唐、
の
頭
で
お
ぢ
や
る
わ
い
の
」
―
「
立
て
物
は
水、
牛
で
お
ち
や
る
」 

４
「
此
藪
」 

「
唐、
竹
で
お
ぢ
や
る
」
―
「
す、
つ
か
と
切
り
て
酢、
筒
に
」 

５
「
あ
の
桃
」 

「
唐、
桃
で
お
ぢ
や
る
」
―
「
す、
も
ゝ
で
お
ぢ
や
る
」 

６
「
五
条
河
原
」 

「
か
ら
、
、
ゑ
も
ぎ
が
い
か
ひ
事
お
ぢ
や
る
」
―
「
す、
ぎ
な
も
背
比
し

て
」 

７
五
条
河
原
の
「
上
」 

保
教
本
の
５
と
同
じ
。 

８
五
条
河
原
の
「
川
上
」 

虎
明
本
・
天
理
本
の
４
と
同
じ
。 

 

以
上
が
江
戸
前
期
狂
言
台
本
に
見
ら
れ
る
秀
句
争
い
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
但
し
、
保

教
本
に
つ
い
て
は
、
２
・
３
・
５
は
台
詞
に
場
所
・
景
物
を
示
す
語
句
が
見
ら
れ
な
い
の

で
、
仮
に
付
し
た
。
１
・
２
の
秀
句
を
記
し
た
行
脇
に
、『
狂
言
記
』
の
１
・
２
・
３
と
同

様
の
秀
句
が
記
さ
れ
、「
ケ
様
の
云
替
色
々
有
」
と
注
記
す
る
。
ま
た
、
３
の
秀
句
を
記
し

た
行
脇
に
は
『
狂
言
記
』
の
６
と
同
様
の
秀
句
が
記
さ
れ
、「
ケ
様
ノ
事
時
ニ
合
、
工
夫
ニ

テ
モ
云
」
と
注
記
す
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
『
狂
言
記
』
に
拠
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

右
の
よ
う
な
秀
句
の
や
り
取
り
を
見
る
と
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
保
教
本
と
『
狂
言
記
』

と
の
間
に
秀
句
争
い
の
様
相
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

『
狂
言
記
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
１
・
６
の
よ
う
に
洛
中
の
通
り
名
・
地
名
が
見
え
、

他
に
も
、「
お
は
ん
じ
よ
に
着
い
て
お
ぢ
や
る
」「
清
水
寺
に
は
お
稚
児
成
と
や
ら
喝
食
成

と
や
ら
が
あ
る
と
い
ふ
が
」
の
よ
う
に
、
台
詞
に
洛
中
の
社
寺
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
４

の
秀
句
の
や
り
取
り
の
後
に
は
、「
思
ふ
事
が
色
ほ
か
に
あ
ら
わ
る
ゝ
と
や
ら
で
、
酢
筒
が

欲
し
い
と
思
ふ
事
ぢ
や
に
よ
っ
て
」
と
酢
売
り
の
考
え
を
伝
え
る
台
詞
も
見
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、
秀
句
の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
洛
中
の
景
観
と
会
話
の
弾
む
様
子
が
表
現
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
（
注
12
）。 

こ
れ
に
対
し
て
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
保
教
本
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ず
、

 

も
っ
ぱ
ら
秀
句
の
や
り
取
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
の
は
、
振
り
売
り
に
出
る
時
点
で
の
売
り
手
た
ち
の
意
識

の
違
い
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。『
狂
言
記
』
で
は
、「
推
古
天
王
も
か
ら
く
天
王
も
位
は
同

じ
事
。
今
か
ら
は
相
商
ひ
に
参
ら
ふ
ず
」
の
台
詞
が
示
す
よ
う
に
、
既
に
対
抗
意
識
は
な

い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
保
教
本
で
は
、「
い
ざ
是
か

ら
は
宿
へ
帰
る
道
す
が
ら
秀
句
こ
せ
事
を
言
ふ
て
、
言
ひ
勝
つ
た
者
が
頭
を
持
た
う
」（
虎

明
本
）
な
ど
の
台
詞
が
示
す
よ
う
に
、
対
抗
意
識
か
ら
秀
句
争
い
を
始
め
て
い
る
。
か
と

言
っ
て
対
抗
意
識
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
秀
句
争
い
の
過
程
で
は
、「
一
段
そ
な
た
は

口
が
よ
ひ
」（
虎
明
本
）、「
勝
つ
て
見
せ
う
と
思
ふ
た
れ
ば
、
そ
ち
は
事
の
外
の
よ
い
秀
句

じ
や
」（
天
理
本
）「
ワ
ゴ
リ
ヨ
モ
思
イ
ノ
外
ヨ
イ
口
シ
ヤ
ヨ
」（
保
教
本
）
な
ど
の
台
詞
、

「
シ
テ
吟
シ
テ
笑
」「
ア
ド
吟
シ
笑
」（
保
教
本
）
の
演
出
注
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
売

り
手
た
ち
は
、
相
手
の
秀
句
に
感
心
し
合
っ
て
、
そ
の
結
果
、「
と
か
く
是
か
ら
は
和
談
を

し
て
、
商
売
を
す
る
共
、
同
心
を
し
て
歩
か
ふ
」（
虎
明
本
）
な
ど
の
台
詞
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
融
和
す
る
に
至
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
狂
言
記
』の
秀
句
争
い
の
様
相
に
は
際
立
つ
特
徴
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

江
戸
前
期
狂
言
台
本
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
秀
句
争
い
の
場
面
で
は
、
売
り
手
同
士
の

融
和
が
図
ら
れ
、「
同
心
」
に
よ
る
「
商
売
」（
虎
明
本
）・「
相
商
ひ
」（『
狂
言
記
』）
を
す

る
様
相
が
見
ら
れ
る
。 

こ
の
「
相
商
ひ
」
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
酢
と
薑
は
付
き
物
」
と
い
う
認
識
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
橋
本
朝
生
氏
が
説
く
「
一
つ
の
物
を
共
用
す
る
趣
向
」・「《
相

合
》
の
趣
向
」
（
注
13
）
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
本
氏
は
、
そ
の
発
想
に

つ
い
て
、「
二
人
で
同
じ
舞
を
舞
う
相
舞
が
め
で
た
い
よ
う
に
、《
相
合
》
は
そ
れ
だ
け
で

祝
言
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。《
相
合
》
は
互
い
の
融
和
を
図
る

形
態
で
あ
る
が
故
に
め
で
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
祝
言
性
へ
の
指
向
を
〈
酢

薑
〉
の
「
相
商
ひ
」
の
秀
句
争
い
の
場
面
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

さ
ら
に
、
こ
の
秀
句
争
い
は
、
前
節
で
詳
述
し
た
語
リ
と
相
関
性
が
あ
る
。
語
リ
と
秀

句
争
い
の
場
面
に
は
、「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
の
言
語
遊
戯
と
い

う
同
一
の
表
現
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
表
現
技
法
が
語
リ
に
あ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
秀
句
争
い
が
発
想
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

語
リ
の
表
現
に
躍
動
感
・
売
り
物
へ
の
自
負
心
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
先
に
見
た
が
、

そ
の
思
い
を
酢
売
り
と
薑
売
り
が
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秀
句
争
い
が
活
性
化
し
、
そ

の
こ
と
を
通
し
て
、
互
い
の
仲
が
接
近
し
、
融
和
す
る
に
至
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
秀
句
争
い
に
よ
る
融
和
に
祝
言
性
へ
の
指
向
が
あ
る
が
、
同
様
の
特
徴
が
語
リ
か
ら

も
看
取
で
き
る
。 

語
リ
の
祝
言
性
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
恭
子
氏
が
「
囃
子
物
、
と
い
う
も
の
が
祝
言
の

意
を
も
つ
こ
と
」
を
諸
先
学
が
説
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「「
囃
子
物
」
そ
の
も
の
に

祝
言
性
が
あ
っ
た
と
推
測
」
し
て
、「
脇
狂
言
の
う
ち
囃
子
物
を
持
た
ぬ
曲
が
「
語
り
」
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
「
語
り
」
と
い
う
も
の
に
も
囃
子
物
と
同
様
の
意
が
あ
っ
た
」（
注
14
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
間
清
氏
は
、
早
物
語
の
う
ち
、
祝
言
的
特
性
の
あ
る
「
祝

い
も
の
」
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
物
語
を
挙
げ
て
い
る
。（
注
15
） 

こ
れ
の
だ
ん
な
は
長
者
也
、
大
黒
眉
に
ゑ
み
す
顔
、
し
か
も
つ
む
り
に
福
の
神
、
小

耳
の
き
は
に
果
報
が
、
し
か

〱
し
っ
か
り
と
く
っ
つ
い
た
る
物
語
。（「
ひ
な
の
ひ

と
ふ
し
」） 

こ
の
場
合
は
、
語
り
連
ね
て
い
る
事
柄
自
体
の
め
で
た
さ
に
よ
る
祝
言
性
だ
と
認
め
ら

れ
る
。 

〈
酢
薑
〉
の
語
リ
を
見
る
と
、
小
笠
原
氏
は
〈
酢
薑
〉
を
「
脇
狂
言
と
認
識
し
な
か
っ

た
の
は
、
近
世
に
近
い
時
代
の
（
あ
る
い
は
近
世
初
頭
の
）
狂
言
師
た
ち
に
、
系
図
を
語

る
「
語
り
」
や
「
囃
子
物
」
に
祝
言
性
を
求
め
る
よ
り
、
そ
の
素
材
に
求
め
る
意
識
が
よ

り
強
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
（
注
16
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
従

え
ば
、
天
皇
が
酒
を
下
賜
し
、
歌
を
詠
む
と
い
う
内
容
そ
の
も
の
に
め
で
た
さ
が
あ
る
の
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く
し
の
語
リ
に
看
取
さ
れ
る
躍
動
感
・
自
負
心
は
一
体
に
な
っ
て
観
衆
に
伝
え
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
秀
句
争
い
の
場
面
で
も
、
そ
の
躍
動
感
・

自
負
心
は
継
承
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

〔
三
〕
秀
句
争
い
へ
の
展
開 

 

語
リ
か
ら
秀
句
争
い
へ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
当
た
り
、
場
所
・
景
物
ご
と
に

ど
の
よ
う
な
秀
句
が
言
い
交
わ
さ
れ
た
の
か
を
見
て
お
こ
う
。 

 虎
明
本
・
天
理
本 

１
「
あ
の
藪
」 

「
唐、
竹
で
ハ
な
ひ
か
」
―
「
簀、
の
子
に
な
ひ
た
ら
ハ
」 

２
「
あ
れ
に
あ
る
屏
風
」 

「
唐、
絵
で
ハ
な
ひ
か
」
―
「
墨、
絵
に
描
ひ
た
よ
」 

３
「
雨
も
降
ら
ぬ
」
空
の
下 

「
傘、
を
差
ひ
て
歩
く
」
―
「
菅、
笠
着
た
者
」 

４
「
あ
の
川
を
渡
る
人
」 

「
か
ら
、
、
げ
て
渡
る
」
―
「
裾、
を
濡
ら
す
ま
ひ
よ
う
」 

保
教
本 

１
「
ア
ソ
コ
ノ
藪
（
ヤ
ブ
）
ノ
竹
」 

「
ス、
ラ
リ

、〳
〵
ト
ス、
ク
ヤ
カ
ナ
事
」
―
「
傍
ナ

唐、
竹
モ
ヲ
ト
リ
ハ
致
サ
ヌ 

２
路
上
の
景 

「
大
勢
カ
菅、
笠
ヲ
着
連
レ
テ
来
ル
ハ
」
―
「
傘
（
カ
ラ
、
、
カ
サ
）
ヲ
モ
カ

タ
ケ
テ
イ
ル
ハ
」 

３
路
傍
の
景 

「
ア
ノ
杉、
ノ
木
ハ
見
事
ニ
ハ
ナ
イ
カ
」
―
「
唐、
松
モ
唐、
鳥
ニ
負
ケ
ハ
致

サ
ヌ
」 

４
虎
明
本
・
天
理
本
の
４
と
同
じ 

５
路
傍
の
景 

「
子
共
カ
カ
ラ
、
、
カ
ウ
ハ
」
―
「
相、
撲
デ
ヲ
リ
ヤ
ル
」 

『
狂
言
記
』 

１
出
発
地
点 

「
ま
つ
直、
ぐ
に
」
―
「
烏、
丸
通
り
へ
」 

２
「
い
か
ひ
紙
店
」 

「
唐、
紙
で
お
り
や
る
の
」
―
「
傍
に
積
ん
だ
は
杉、
原
で
」 

３
「
此
店
」 

「
唐、
の
頭
で
お
ぢ
や
る
わ
い
の
」
―
「
立
て
物
は
水、
牛
で
お
ち
や
る
」 

４
「
此
藪
」 

「
唐、
竹
で
お
ぢ
や
る
」
―
「
す、
つ
か
と
切
り
て
酢、
筒
に
」 

５
「
あ
の
桃
」 

「
唐、
桃
で
お
ぢ
や
る
」
―
「
す、
も
ゝ
で
お
ぢ
や
る
」 

６
「
五
条
河
原
」 

「
か
ら
、
、
ゑ
も
ぎ
が
い
か
ひ
事
お
ぢ
や
る
」
―
「
す、
ぎ
な
も
背
比
し

て
」 

７
五
条
河
原
の
「
上
」 

保
教
本
の
５
と
同
じ
。 

８
五
条
河
原
の
「
川
上
」 

虎
明
本
・
天
理
本
の
４
と
同
じ
。 

 

以
上
が
江
戸
前
期
狂
言
台
本
に
見
ら
れ
る
秀
句
争
い
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
但
し
、
保

教
本
に
つ
い
て
は
、
２
・
３
・
５
は
台
詞
に
場
所
・
景
物
を
示
す
語
句
が
見
ら
れ
な
い
の

で
、
仮
に
付
し
た
。
１
・
２
の
秀
句
を
記
し
た
行
脇
に
、『
狂
言
記
』
の
１
・
２
・
３
と
同

様
の
秀
句
が
記
さ
れ
、「
ケ
様
の
云
替
色
々
有
」
と
注
記
す
る
。
ま
た
、
３
の
秀
句
を
記
し

た
行
脇
に
は
『
狂
言
記
』
の
６
と
同
様
の
秀
句
が
記
さ
れ
、「
ケ
様
ノ
事
時
ニ
合
、
工
夫
ニ

テ
モ
云
」
と
注
記
す
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
『
狂
言
記
』
に
拠
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

右
の
よ
う
な
秀
句
の
や
り
取
り
を
見
る
と
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
保
教
本
と
『
狂
言
記
』

と
の
間
に
秀
句
争
い
の
様
相
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

『
狂
言
記
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
１
・
６
の
よ
う
に
洛
中
の
通
り
名
・
地
名
が
見
え
、

他
に
も
、「
お
は
ん
じ
よ
に
着
い
て
お
ぢ
や
る
」「
清
水
寺
に
は
お
稚
児
成
と
や
ら
喝
食
成

と
や
ら
が
あ
る
と
い
ふ
が
」
の
よ
う
に
、
台
詞
に
洛
中
の
社
寺
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
４

の
秀
句
の
や
り
取
り
の
後
に
は
、「
思
ふ
事
が
色
ほ
か
に
あ
ら
わ
る
ゝ
と
や
ら
で
、
酢
筒
が

欲
し
い
と
思
ふ
事
ぢ
や
に
よ
っ
て
」
と
酢
売
り
の
考
え
を
伝
え
る
台
詞
も
見
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、
秀
句
の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
洛
中
の
景
観
と
会
話
の
弾
む
様
子
が
表
現
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
（
注
12
）。 

こ
れ
に
対
し
て
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
保
教
本
に
は
、
そ
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ず
、

 

も
っ
ぱ
ら
秀
句
の
や
り
取
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
の
は
、
振
り
売
り
に
出
る
時
点
で
の
売
り
手
た
ち
の
意
識

の
違
い
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。『
狂
言
記
』
で
は
、「
推
古
天
王
も
か
ら
く
天
王
も
位
は
同

じ
事
。
今
か
ら
は
相
商
ひ
に
参
ら
ふ
ず
」
の
台
詞
が
示
す
よ
う
に
、
既
に
対
抗
意
識
は
な

い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
虎
明
本
・
天
理
本
・
保
教
本
で
は
、「
い
ざ
是
か

ら
は
宿
へ
帰
る
道
す
が
ら
秀
句
こ
せ
事
を
言
ふ
て
、
言
ひ
勝
つ
た
者
が
頭
を
持
た
う
」（
虎

明
本
）
な
ど
の
台
詞
が
示
す
よ
う
に
、
対
抗
意
識
か
ら
秀
句
争
い
を
始
め
て
い
る
。
か
と

言
っ
て
対
抗
意
識
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
秀
句
争
い
の
過
程
で
は
、「
一
段
そ
な
た
は

口
が
よ
ひ
」（
虎
明
本
）、「
勝
つ
て
見
せ
う
と
思
ふ
た
れ
ば
、
そ
ち
は
事
の
外
の
よ
い
秀
句

じ
や
」（
天
理
本
）「
ワ
ゴ
リ
ヨ
モ
思
イ
ノ
外
ヨ
イ
口
シ
ヤ
ヨ
」（
保
教
本
）
な
ど
の
台
詞
、

「
シ
テ
吟
シ
テ
笑
」「
ア
ド
吟
シ
笑
」（
保
教
本
）
の
演
出
注
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
売

り
手
た
ち
は
、
相
手
の
秀
句
に
感
心
し
合
っ
て
、
そ
の
結
果
、「
と
か
く
是
か
ら
は
和
談
を

し
て
、
商
売
を
す
る
共
、
同
心
を
し
て
歩
か
ふ
」（
虎
明
本
）
な
ど
の
台
詞
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
融
和
す
る
に
至
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
狂
言
記
』の
秀
句
争
い
の
様
相
に
は
際
立
つ
特
徴
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

江
戸
前
期
狂
言
台
本
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
秀
句
争
い
の
場
面
で
は
、
売
り
手
同
士
の

融
和
が
図
ら
れ
、「
同
心
」
に
よ
る
「
商
売
」（
虎
明
本
）・「
相
商
ひ
」（『
狂
言
記
』）
を
す

る
様
相
が
見
ら
れ
る
。 

こ
の
「
相
商
ひ
」
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
「
酢
と
薑
は
付
き
物
」
と
い
う
認
識
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
橋
本
朝
生
氏
が
説
く
「
一
つ
の
物
を
共
用
す
る
趣
向
」・「《
相

合
》
の
趣
向
」
（
注
13
）
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
本
氏
は
、
そ
の
発
想
に

つ
い
て
、「
二
人
で
同
じ
舞
を
舞
う
相
舞
が
め
で
た
い
よ
う
に
、《
相
合
》
は
そ
れ
だ
け
で

祝
言
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。《
相
合
》
は
互
い
の
融
和
を
図
る

形
態
で
あ
る
が
故
に
め
で
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
祝
言
性
へ
の
指
向
を
〈
酢

薑
〉
の
「
相
商
ひ
」
の
秀
句
争
い
の
場
面
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

さ
ら
に
、
こ
の
秀
句
争
い
は
、
前
節
で
詳
述
し
た
語
リ
と
相
関
性
が
あ
る
。
語
リ
と
秀

句
争
い
の
場
面
に
は
、「
酢
（
す
）」
尽
く
し
・「
辛
（
か
ら
）」
尽
く
し
の
言
語
遊
戯
と
い

う
同
一
の
表
現
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
表
現
技
法
が
語
リ
に
あ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
秀
句
争
い
が
発
想
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

語
リ
の
表
現
に
躍
動
感
・
売
り
物
へ
の
自
負
心
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
を
先
に
見
た
が
、

そ
の
思
い
を
酢
売
り
と
薑
売
り
が
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秀
句
争
い
が
活
性
化
し
、
そ

の
こ
と
を
通
し
て
、
互
い
の
仲
が
接
近
し
、
融
和
す
る
に
至
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
秀
句
争
い
に
よ
る
融
和
に
祝
言
性
へ
の
指
向
が
あ
る
が
、
同
様
の
特
徴
が
語
リ
か
ら

も
看
取
で
き
る
。 

語
リ
の
祝
言
性
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
恭
子
氏
が
「
囃
子
物
、
と
い
う
も
の
が
祝
言
の

意
を
も
つ
こ
と
」
を
諸
先
学
が
説
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「「
囃
子
物
」
そ
の
も
の
に

祝
言
性
が
あ
っ
た
と
推
測
」
し
て
、「
脇
狂
言
の
う
ち
囃
子
物
を
持
た
ぬ
曲
が
「
語
り
」
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
「
語
り
」
と
い
う
も
の
に
も
囃
子
物
と
同
様
の
意
が
あ
っ
た
」（
注
14
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
間
清
氏
は
、
早
物
語
の
う
ち
、
祝
言
的
特
性
の
あ
る
「
祝

い
も
の
」
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
物
語
を
挙
げ
て
い
る
。（
注
15
） 

こ
れ
の
だ
ん
な
は
長
者
也
、
大
黒
眉
に
ゑ
み
す
顔
、
し
か
も
つ
む
り
に
福
の
神
、
小

耳
の
き
は
に
果
報
が
、
し
か

〱
し
っ
か
り
と
く
っ
つ
い
た
る
物
語
。（「
ひ
な
の
ひ

と
ふ
し
」） 

こ
の
場
合
は
、
語
り
連
ね
て
い
る
事
柄
自
体
の
め
で
た
さ
に
よ
る
祝
言
性
だ
と
認
め
ら

れ
る
。 

〈
酢
薑
〉
の
語
リ
を
見
る
と
、
小
笠
原
氏
は
〈
酢
薑
〉
を
「
脇
狂
言
と
認
識
し
な
か
っ

た
の
は
、
近
世
に
近
い
時
代
の
（
あ
る
い
は
近
世
初
頭
の
）
狂
言
師
た
ち
に
、
系
図
を
語

る
「
語
り
」
や
「
囃
子
物
」
に
祝
言
性
を
求
め
る
よ
り
、
そ
の
素
材
に
求
め
る
意
識
が
よ

り
強
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
（
注
16
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
従

え
ば
、
天
皇
が
酒
を
下
賜
し
、
歌
を
詠
む
と
い
う
内
容
そ
の
も
の
に
め
で
た
さ
が
あ
る
の
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だ
か
ら
、
こ
の
点
に
は
祝
言
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
〈
酢
薑
〉
の
語
リ
に
窺
え
る
祝
言
性
が
そ
の
後
に
展
開
す
る
秀
句
争
い
の

場
面
に
明
る
さ
を
も
た
ら
し
、
売
り
手
た
ち
が
融
和
に
至
っ
た
時
に
見
ら
れ
た
祝
言
性
に

繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
語
リ
と
秀
句
争
い
の
場
面
と
の
関
係
が
、〈
酢
薑
〉
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

〈
酢
薑
〉
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
氏
が
、「
市
場
の
狂
言
」（『
能
と
狂
言
』
明

治
書
院
、
一
九
七
七
年
）
で
、「
は
じ
か
み
市
」「
し
ょ
う
が
祭
」
と
い
っ
た
「
祭
り
の
日

に
市
場
の
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
」
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
「
酢
と
辛
皮
の
効
能
を
い
っ
そ
う

高
め
る
た
め
に
、
す
づ
く
し
・
か
ら
づ
く
し
に
し
た
物
づ
く
し
の
呪
詞
」
で
あ
り
、「
狂
言

が
そ
れ
を
と
り
入
れ
て
酢
売
り
と
辛
皮
売
り
の
由
緒
自
慢
の
す
づ
く
し
・
か
ら
づ
く
し
に

お
き
か
え
た
と
き
、
そ
れ
は
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
か
ら
観
客
に
聞
か
せ
る
滑
稽
な
言
語
遊

戯
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
天
正
本
「
す
か
ら
か
は
」
の
市
場
の
場

面
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、酢
売
り
と
は
じ
か
み
売
り
の
言
語
遊
戯
を
大
幅
に
増
補
し
て
現
行「
酢

は
じ
か
み
」
が
成
立
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

語
リ
の
発
生
を
見
る
時
、
金
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
物
づ
く
し
の
呪
詞
」
で
あ
る

「
市
場
の
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
」
と
の
関
わ
り
が
語
リ
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、「
近
世
に
近
い
時
代
の
（
あ
る
い
は
近
世
初
頭
の
）
狂
言
師
た
ち
」
は
、

語
リ
に
祝
言
性
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
秀
句
争
い
の
場
面
の
「
言
語

遊
戯
」
は
売
り
手
た
ち
の
融
和
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
も
祝
言
性
が
窺
え
る
。
売
り
手
た

ち
の
融
和
が
〈
酢
薑
〉
の
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ら
れ
、
テ
ー
マ
の
形
成
に
関
わ
る
言
語
遊
戯

は
〈
酢
薑
〉
の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

こ
う
し
て
、〈
酢
薑
〉
は
、
語
リ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
言
語
遊
戯
を
売
り
手
た
ち
が
や
り

取
り
し
て
融
和
に
至
る
と
い
う
そ
の
後
の
展
開
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

〈
酢
薑
〉
で
、
語
リ
の
後
に
秀
句
争
い
の
場
面
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
際
立
っ
て
特
徴

的
な
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。〈
鍋
八
撥
〉〈
牛
馬
〉〈
膏
薬
煉
〉
と
い
っ
た
、
他
の
職
人
物

の
狂
言
を
見
る
と
、
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
売
り
物
の
優
位
性
を
主
張
し
合
っ
た
後
は
、
売

り
物
そ
の
も
の
を
使
っ
て
、
技
芸
や
効
力
を
競
い
合
う
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
秀
句
争
い
に
な
っ
た
の
は
語
リ
の
働
き
に
よ
る
の
で
あ
り
、
天
正
狂
言
本
の
〈
酢
辛

皮
〉
が
検
断
の
賭
物
持
ち
逃
げ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
も
、
秀
句
を
織
り
込
ん
だ
語
リ
を

聞
か
せ
る
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

〈
酢
薑
〉
の
秀
句
争
い
の
場
面
は
、
そ
の
よ
う
な
語
リ
の
趣
向
を
拡
大
さ
せ
た
も
の
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
〈
酢
薑
〉
は
、
秀
句
を
主
要
な
趣
向
に
し
て
い
る
点
で
は
、
〈
薩
摩
守
〉

〈
秀
句
傘
〉〈
今
参
〉
な
ど
の
秀
句
を
趣
向
に
取
り
入
れ
た
狂
言
と
同
列
に
あ
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
秀
句
を
競
い
合
っ
て
楽
し
み
、
融
和

に
至
る
と
い
う
点
で
は
、〈
八
句
連
歌
〉〈
連
歌
盗
人
〉〈
箕
被
〉
な
ど
の
連
歌
の
盛
行
を
反

映
し
た
狂
言
に
繋
が
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

〔
注
〕 

１
「
市
場
の
狂
言
」（『
能
と
狂
言
』
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
） 

２
「
争
い
物
の
狂
言
」（『
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
み
づ
き
書
房
、
一
九
九
六
年
） 

３
「『
狂
言
記
』
の
こ
と
ば
に
関
す
る
覚
え
書
き
」（
橋
本
朝
生
・
土
井
洋
一
校
注
『
狂
言

記
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
） 

４
天
正
狂
言
本
の
〈
縄
綯
盗
人
〉
に
「
主
出
て
人
を
呼
び
出
し
、
町
へ
立
。
供
、
太
刀
を

取
ら
る
ゝ
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
町
」
は
、
人
通
り
の
多
い
、「
市
場
」
か
「
市
街
」

 

の
意
に
取
れ
る
。〈
酢
辛
皮
〉
の
場
合
に
は
、
一
の
店
を
争
う
の
だ
か
ら
、「
市
場
」
の

意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、（
Ａ
）
大
蔵
彌
太
郎
編
『
大
蔵
家
伝
之
書
古
本
能
狂
言
・

三
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）（
Ｂ
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員

会
編
『
狂
言
六
義
・
下
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
）（
Ｃ
）
鴻
山
文
庫
蔵
・

安
田
十
兵
衛
刊
『
狂
言
記
・
巻
第
一
』（
寛
文
二
年1662

）、（
Ｄ
）
天
理
図
書
館
善
本

叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本
・
二
』（
天
理
大
学
出
版
部
、

一
九
八
四
年
）
に
拠
り
、
漢
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
漢
字
を
当
て
、
句
読
点
・

カ
ギ
括
弧
を
補
い
、
私
意
に
よ
り
傍
線
等
の
符
号
を
付
し
た
。
な
お
、
曲
名
に
つ
い
て

は
、（
Ａ
）（
Ｃ
）
は
〈
酢
薑
〉、（
Ｂ
）（
Ｄ
）
は
〈
酸
辛
〉
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
一
曲

な
の
で
、
一
括
し
て
〈
酢
薑
〉
と
呼
ぶ
。 

６
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
・
第
四
巻
狂
言
』（
一
九
七
五
年
、
三
一
書
房
）
に
拠
っ
た
。 

７
注
２
前
掲
書
の
Ⅱ
・
三
・
４ 

８
前
掲
注
７
に
同
じ
。 

９
橋
本
朝
生
著
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』（
瑞
木
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
の
Ⅰ
・
一
〇 

10
安
間
清
著
『
早
物
語
覚
え
書
』（
甲
陽
書
院
、
一
九
六
四
年
）
の
二
・
七
・
４ 

11
特
権
の
保
証
の
証
拠
に
な
っ
た
供
御
人
関
係
文
書
に
注
目
し
た
供
御
人
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
中
村
直
勝
氏
・
小
野
晃
嗣
氏
・
赤
松
俊
秀
氏
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
ま

た
、
鋳
物
師
の
蔵
人
所
牒
・
綸
旨
に
注
目
し
、
そ
こ
に
天
皇
制
を
支
え
た
庶
民
の
意
識

を
看
取
し
た
研
究
に
は
、
豊
田
武
氏
「
中
世
の
天
皇
制
」（『
日
本
歴
史
』
四
九
号
、
一

九
五
〇
年
六
月
）・
安
田
元
久
氏
「
封
建
時
代
の
天
皇
制
」（『
思
想
』
三
三
六
号
、
一
九

五
二
年
六
月
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
継
承
し
、
天
皇
の
経
済
を
支
え
た
職
能
民

の
あ
り
方
を
追
究
し
た
の
が
網
野
善
彦
氏
の
研
究
（『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
で
あ
る
。
狂
言
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
橋
本
朝
生
氏
が

「
中
世
の
身
分
制
と
狂
言
」（
注
２
前
掲
書
の
Ⅱ
・
六
・
３
）
で
、
大
山
喬
兵
氏
・
網
野

善
彦
氏
・
黒
田
俊
雄
氏
・
細
川
涼
一
氏
の
考
察
の
中
で
「
非
人
身
分
の
様
々
な
性
格
が

明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
網
野
氏
は
天
皇
支
配
権
の
下
で
課
役
免
除
の
特
権
を
保
証

さ
れ
た
こ
と
を
言
わ
れ
る
が
、
狂
言
の
商
人
が
天
皇
の
名
を
口
に
す
る
こ
と
が
そ
れ
と

関
連
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。 

12
土
井
洋
一
氏
が
注
３
前
掲
稿
の
中
で
、
秀
句
合
戦
の
場
を
「
烏
丸
通
を
南
下
し
、
「
お

は
ん
じ
ょ
」
を
経
て
五
条
の
橋
を
渡
り
、
清
水
寺
」
に
至
る
「
洛
中
の
特
定
地
域
に
設

定
」
し
て
、「
近
世
初
期
を
上
限
と
し
て
、
狂
言
記
「
酢
薑
」
は
改
変
さ
れ
、
世
情
を
活

写
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
と
評
価
し
た
い
」と
述
べ
て
い
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
。 

13
橋
本
朝
生
著
『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』（
若
草
書
房
、
一
九
九
七
年
）
の
Ⅱ
・
五
・

１ 

14
小
笠
原
恭
子
著
『
か
ぶ
き
の
誕
生
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
）
の
第
四
章
・「
狂
言

の
語
り
」 

15
注
10
前
掲
書
の
二
・
七
・
５ 

16
注
14
前
掲
書
の
同
章
・
同
節 
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だ
か
ら
、
こ
の
点
に
は
祝
言
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
〈
酢
薑
〉
の
語
リ
に
窺
え
る
祝
言
性
が
そ
の
後
に
展
開
す
る
秀
句
争
い
の

場
面
に
明
る
さ
を
も
た
ら
し
、
売
り
手
た
ち
が
融
和
に
至
っ
た
時
に
見
ら
れ
た
祝
言
性
に

繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
語
リ
と
秀
句
争
い
の
場
面
と
の
関
係
が
、〈
酢
薑
〉
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

〈
酢
薑
〉
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
氏
が
、「
市
場
の
狂
言
」（『
能
と
狂
言
』
明

治
書
院
、
一
九
七
七
年
）
で
、「
は
じ
か
み
市
」「
し
ょ
う
が
祭
」
と
い
っ
た
「
祭
り
の
日

に
市
場
の
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
」
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
「
酢
と
辛
皮
の
効
能
を
い
っ
そ
う

高
め
る
た
め
に
、
す
づ
く
し
・
か
ら
づ
く
し
に
し
た
物
づ
く
し
の
呪
詞
」
で
あ
り
、「
狂
言

が
そ
れ
を
と
り
入
れ
て
酢
売
り
と
辛
皮
売
り
の
由
緒
自
慢
の
す
づ
く
し
・
か
ら
づ
く
し
に

お
き
か
え
た
と
き
、
そ
れ
は
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
か
ら
観
客
に
聞
か
せ
る
滑
稽
な
言
語
遊

戯
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
天
正
本
「
す
か
ら
か
は
」
の
市
場
の
場

面
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、酢
売
り
と
は
じ
か
み
売
り
の
言
語
遊
戯
を
大
幅
に
増
補
し
て
現
行「
酢

は
じ
か
み
」
が
成
立
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。 

語
リ
の
発
生
を
見
る
時
、
金
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
物
づ
く
し
の
呪
詞
」
で
あ
る

「
市
場
の
神
に
奏
上
す
る
祝
詞
」
と
の
関
わ
り
が
語
リ
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、「
近
世
に
近
い
時
代
の
（
あ
る
い
は
近
世
初
頭
の
）
狂
言
師
た
ち
」
は
、

語
リ
に
祝
言
性
を
認
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
秀
句
争
い
の
場
面
の
「
言
語

遊
戯
」
は
売
り
手
た
ち
の
融
和
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
も
祝
言
性
が
窺
え
る
。
売
り
手
た

ち
の
融
和
が
〈
酢
薑
〉
の
テ
ー
マ
だ
と
考
え
ら
れ
、
テ
ー
マ
の
形
成
に
関
わ
る
言
語
遊
戯

は
〈
酢
薑
〉
の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

こ
う
し
て
、〈
酢
薑
〉
は
、
語
リ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
言
語
遊
戯
を
売
り
手
た
ち
が
や
り

取
り
し
て
融
和
に
至
る
と
い
う
そ
の
後
の
展
開
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

〈
酢
薑
〉
で
、
語
リ
の
後
に
秀
句
争
い
の
場
面
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
際
立
っ
て
特
徴

的
な
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。〈
鍋
八
撥
〉〈
牛
馬
〉〈
膏
薬
煉
〉
と
い
っ
た
、
他
の
職
人
物

の
狂
言
を
見
る
と
、
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
売
り
物
の
優
位
性
を
主
張
し
合
っ
た
後
は
、
売

り
物
そ
の
も
の
を
使
っ
て
、
技
芸
や
効
力
を
競
い
合
う
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
秀
句
争
い
に
な
っ
た
の
は
語
リ
の
働
き
に
よ
る
の
で
あ
り
、
天
正
狂
言
本
の
〈
酢
辛

皮
〉
が
検
断
の
賭
物
持
ち
逃
げ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
も
、
秀
句
を
織
り
込
ん
だ
語
リ
を

聞
か
せ
る
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

〈
酢
薑
〉
の
秀
句
争
い
の
場
面
は
、
そ
の
よ
う
な
語
リ
の
趣
向
を
拡
大
さ
せ
た
も
の
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
〈
酢
薑
〉
は
、
秀
句
を
主
要
な
趣
向
に
し
て
い
る
点
で
は
、
〈
薩
摩
守
〉

〈
秀
句
傘
〉〈
今
参
〉
な
ど
の
秀
句
を
趣
向
に
取
り
入
れ
た
狂
言
と
同
列
に
あ
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
秀
句
を
競
い
合
っ
て
楽
し
み
、
融
和

に
至
る
と
い
う
点
で
は
、〈
八
句
連
歌
〉〈
連
歌
盗
人
〉〈
箕
被
〉
な
ど
の
連
歌
の
盛
行
を
反

映
し
た
狂
言
に
繋
が
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

〔
注
〕 

１
「
市
場
の
狂
言
」（『
能
と
狂
言
』
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
） 

２
「
争
い
物
の
狂
言
」（『
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
み
づ
き
書
房
、
一
九
九
六
年
） 

３
「『
狂
言
記
』
の
こ
と
ば
に
関
す
る
覚
え
書
き
」（
橋
本
朝
生
・
土
井
洋
一
校
注
『
狂
言

記
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
） 

４
天
正
狂
言
本
の
〈
縄
綯
盗
人
〉
に
「
主
出
て
人
を
呼
び
出
し
、
町
へ
立
。
供
、
太
刀
を

取
ら
る
ゝ
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
町
」
は
、
人
通
り
の
多
い
、「
市
場
」
か
「
市
街
」

 

の
意
に
取
れ
る
。〈
酢
辛
皮
〉
の
場
合
に
は
、
一
の
店
を
争
う
の
だ
か
ら
、「
市
場
」
の

意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、（
Ａ
）
大
蔵
彌
太
郎
編
『
大
蔵
家
伝
之
書
古
本
能
狂
言
・

三
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）（
Ｂ
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員

会
編
『
狂
言
六
義
・
下
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
）（
Ｃ
）
鴻
山
文
庫
蔵
・

安
田
十
兵
衛
刊
『
狂
言
記
・
巻
第
一
』（
寛
文
二
年1662

）、（
Ｄ
）
天
理
図
書
館
善
本

叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本
・
二
』（
天
理
大
学
出
版
部
、

一
九
八
四
年
）
に
拠
り
、
漢
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
漢
字
を
当
て
、
句
読
点
・

カ
ギ
括
弧
を
補
い
、
私
意
に
よ
り
傍
線
等
の
符
号
を
付
し
た
。
な
お
、
曲
名
に
つ
い
て

は
、（
Ａ
）（
Ｃ
）
は
〈
酢
薑
〉、（
Ｂ
）（
Ｄ
）
は
〈
酸
辛
〉
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
一
曲

な
の
で
、
一
括
し
て
〈
酢
薑
〉
と
呼
ぶ
。 

６
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
・
第
四
巻
狂
言
』（
一
九
七
五
年
、
三
一
書
房
）
に
拠
っ
た
。 

７
注
２
前
掲
書
の
Ⅱ
・
三
・
４ 

８
前
掲
注
７
に
同
じ
。 

９
橋
本
朝
生
著
『
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』（
瑞
木
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
の
Ⅰ
・
一
〇 

10
安
間
清
著
『
早
物
語
覚
え
書
』（
甲
陽
書
院
、
一
九
六
四
年
）
の
二
・
七
・
４ 

11
特
権
の
保
証
の
証
拠
に
な
っ
た
供
御
人
関
係
文
書
に
注
目
し
た
供
御
人
に
つ
い
て
の

研
究
は
、
中
村
直
勝
氏
・
小
野
晃
嗣
氏
・
赤
松
俊
秀
氏
ら
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
ま

た
、
鋳
物
師
の
蔵
人
所
牒
・
綸
旨
に
注
目
し
、
そ
こ
に
天
皇
制
を
支
え
た
庶
民
の
意
識

を
看
取
し
た
研
究
に
は
、
豊
田
武
氏
「
中
世
の
天
皇
制
」（『
日
本
歴
史
』
四
九
号
、
一

九
五
〇
年
六
月
）・
安
田
元
久
氏
「
封
建
時
代
の
天
皇
制
」（『
思
想
』
三
三
六
号
、
一
九

五
二
年
六
月
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
継
承
し
、
天
皇
の
経
済
を
支
え
た
職
能
民

の
あ
り
方
を
追
究
し
た
の
が
網
野
善
彦
氏
の
研
究
（『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
で
あ
る
。
狂
言
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
橋
本
朝
生
氏
が

「
中
世
の
身
分
制
と
狂
言
」（
注
２
前
掲
書
の
Ⅱ
・
六
・
３
）
で
、
大
山
喬
兵
氏
・
網
野

善
彦
氏
・
黒
田
俊
雄
氏
・
細
川
涼
一
氏
の
考
察
の
中
で
「
非
人
身
分
の
様
々
な
性
格
が

明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
網
野
氏
は
天
皇
支
配
権
の
下
で
課
役
免
除
の
特
権
を
保
証

さ
れ
た
こ
と
を
言
わ
れ
る
が
、
狂
言
の
商
人
が
天
皇
の
名
を
口
に
す
る
こ
と
が
そ
れ
と

関
連
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。 

12
土
井
洋
一
氏
が
注
３
前
掲
稿
の
中
で
、
秀
句
合
戦
の
場
を
「
烏
丸
通
を
南
下
し
、
「
お

は
ん
じ
ょ
」
を
経
て
五
条
の
橋
を
渡
り
、
清
水
寺
」
に
至
る
「
洛
中
の
特
定
地
域
に
設

定
」
し
て
、「
近
世
初
期
を
上
限
と
し
て
、
狂
言
記
「
酢
薑
」
は
改
変
さ
れ
、
世
情
を
活

写
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
と
評
価
し
た
い
」と
述
べ
て
い
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
。 

13
橋
本
朝
生
著
『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』（
若
草
書
房
、
一
九
九
七
年
）
の
Ⅱ
・
五
・

１ 

14
小
笠
原
恭
子
著
『
か
ぶ
き
の
誕
生
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
）
の
第
四
章
・「
狂
言

の
語
り
」 

15
注
10
前
掲
書
の
二
・
七
・
５ 

16
注
14
前
掲
書
の
同
章
・
同
節 
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